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国
土
交
通
省
で
は
こ
れ
ま

で
︑
適
正
な
取
引
を
阻
害
す

る
行
為
を
是
正
す
る
た
め
︑

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
に

基
づ
き
︑
荷
主
企
業
・
元
請

運
送
事
業
者
へ
の
﹁
働
き
か

け
﹂
や
﹁
要
請
﹂
な
ど
を
実

施
し
て
き
た
︒
し
か
し
︑
依

然
と
し
て
荷
主
等
に
起
因
す

る
長
時
間
の
荷
待
ち
や
︑
運

賃
・
料
金
等
の
不
当
な
据
え

置
き
等
が
十
分
に
解
消
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
︑
５

年
７
月
に
全
国
１
６
２
人
体

制
で
﹁
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
﹂

を
創
設
し
︑
緊
急
に
体
制
を

整
備
す
る
と
と
も
に
︑
ト
ラ

ッ
ク
Ｇ
メ
ン
に
よ
る
調
査
結

果
を
事
業
法
に
基
づ
く
荷
主

企
業
・
元
請
運
送
事
業
者
へ

の
﹁
働
き
か
け
﹂︑﹁
要
請
﹂

等
に
活
用
し
︑
実
効
性
を
確

保
す
る
こ
と
と
し
た
︒

　

５
年
11
月
・
12
月
に
は
ト

ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
に
よ
る
﹁
集

中
監
視
月
間
﹂
を
展
開
す
る

な
ど
︑
悪
質
な
荷
主
企
業
・

元
請
運
送
事
業
者
に
対
す
る

監
視
を
抜
本
強
化
︒
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
へ
の
全
数
調

査
や
︑
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
に

よ
る
関
係
省
庁
と
連
携
し
た

ヒ
ア
リ
ン
グ
等
に
よ
り
入
手

し
た
情
報
に
基
づ
き
︑
悪
質

な
荷
主
や
元
請
運
送
事
業
者

等
に
対
し
て
︑﹁
要
請
﹂や﹁
働

き
か
け
﹂
を
実
施
し
︑
違
反

原
因
行
為
の
早
急
な
是
正
を

促
し
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
創
設
以

降
の
﹁
働
き
か
け
﹂
等
の
累

計
実
施
件
数
は
８
１
１
件
に

上
っ
て
い
る（
図
１
）︒
ま
た
︑

主
な
違
反
原
因
行
為
は
図
２

の
通
り
と
な
っ
て
い
る
︒
そ
し

て
︑
１
か
月
当
た
り
の
﹁
働

き
か
け
﹂︑﹁
要
請
﹂︑﹁
勧
告
﹂

の
平
均
実
施
件
数
は
図
３
の

僚
に
対
し
︑
構
造
的
賃
上
げ

に
向
け
︑
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン

の
一
層
の
機
能
強
化
を
図
る

よ
う
指
示
を
出
し
た
︒

　

機
能
強
化
の
概
要
は
︑
図

請
事
業
者
に
関
す
る
情
報

収
集
体
制
の
強
化
を
図
る
︒

　

ま
た
︑﹁
荷
主
情
報
等

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
﹂
で

は
︑
荷
主
情
報
等
を
管
理

す
る
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム

を
整
備
し
︑
関
係
者
間
で

タ
イ
ム
リ
ー
に
情
報
を
共

有
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
効

果
的
な
要
請
等
を
実
施
す

る
︒

　

さ
ら
に
︑
今

年
も
11
月
・
12

月
に
か
け
て
集

中
監
視
を
実
施

す
る
な
ど
︑
悪

質
な
荷
主
等
に

関
す
る
対
応
を

強
化
し
て
い
く
︒

　

な
お
︑
国
土

交
通
省
で
は
︑

ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ

ン
監
視
強
化
月

間
に
お
け
る
ト

ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン

に
よ
る
荷
主
へ

の
働
き
か
け
︑

要
請
︑
勧
告
に

つ
な
げ
る
た

４
の
通
り
︒

　
﹁
Ｇ
メ
ン
調
査
員
の
設

置
﹂
で
は
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
や
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
と
連
携
し
︑

地
方
貨
物
自
動
車
運
送
適

正
化
事
業
実
施
機
関
に
ト

ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
を
補
助
す
る

﹁
Ｇ
メ
ン
調
査
員
﹂
を
配

置
し
︑
悪
質
な
荷
主
・
元

め
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
の
全
事
業
所
を
対
象
に

９
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
す
る
︒

　

ま
た
︑
同
関
係
閣
僚
会

議
で
は
︑
改
正
物
流
効
率

化
法
（
５
月
15
日
公
布
）

の
荷
主
・
物
流
事
業
者
に

対
す
る
規
制
的
措
置
の
施

行
に
向
け
て
︑
６
月
28
日

に
国
土
交
通
省
と
経
済
産

業
省
︑
農
林
水
産
省
が
交

通
政
策
審
議
会
交
通
体
系

分
科
会
物
流
部
会
・
産
業

構
造
審
議
会
商
務
流
通
情

報
分
科
会
流
通
小
委
員
会

・
食
料
・
農
業
・
農
村
政

策
審
議
会
食
料
産
業
部
会

物
流
小
委
員
会
合
同
会
議

を
開
催
し
た
こ
と
を
報

告
︒当
該
規
制
的
措
置
は
︑

事
業
者
全
般
に
係
る
措
置

を
公
布
後
1
年
以
内
に
︑

一
定
規
模
以
上
の
特
定
事

業
者
に
係
る
措
置
を
公
布

後
２
年
以
内
に
そ
れ
ぞ
れ

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
︒

通
り
で
あ
る
︒

　

な
お
︑﹁
勧
告
﹂︑﹁
要
請
﹂

の
対
象
と
な
っ
た
荷
主
等
に

対
し
て
は
︑
違
反
原
因
行
為

の
早
急
な
是
正
を
促
す
と
と

も
に
︑
改
善
計
画
の
提
出
を

指
示
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
荷

主
等
に
対
し
て
は
ト
ラ
ッ
ク

Ｇ
メ
ン
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

や
現
地
訪
問
等
を
通
じ
て
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実
施
︒﹁
要

請
﹂
後
も
な
お
改
善
が
図
ら

れ
ず
︑
違
反
原
因
行
為
を
し

て
い
る
こ
と
を
疑
う
に
足
り

る
相
当
な
理
由
が
あ
る
と
認

め
た
時
は
︑
当
該
荷
主
等
に

対
し
﹁
勧
告
・
公
表
﹂
を
含

む
厳
正
な
対
応
を
行
っ
て
い

る
︒

　

政
府
が
７
月
25
日
に
開
催

し
た
第
５
回
﹁
我
が
国
の
物

流
の
革
新
に
関
す
る
関
係
閣

僚
会
議
﹂
の
中
で
︑
岸
田
文

雄
内
閣
総
理
大
臣
は
関
係
閣

「
関
係
閣
僚
会
議
」を
開
催

図１

図２

図３

図４

「
我
が
国
の
物
流
の
革
新
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会

議
」
で
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
の
機
能
強
化
を
指
示
す

る
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
（
７
月
25
日
、
首
相

官
邸
）

大阪トラックステーションでドライバーから荷主情報などをヒアリングする「トラックGメン」

　

令
和
５
年
６
月
に
開
催
さ
れ
た
﹁
我
が

国
の
物
流
の
革
新
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会

議
﹂
に
お
い
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
﹁
物

流
革
新
に
向
け
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂
に

基
づ
き
︑
発
荷
主
企
業
の
み
な
ら
ず
︑
着

荷
主
企
業
も
含
め
︑
適
正
な
取
引
を
阻
害

す
る
疑
い
の
あ
る
荷
主
企
業
・
元
請
運
送

事
業
者
の
監
視
を
強
化
す
る
た
め
に
︑
国

土
交
通
省
に
よ
っ
て
全
国
１
６
２
人
体
制

で
﹁
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
﹂
が
創
設
さ
れ
て

か
ら
１
年
が
過
ぎ
た
︒

　

岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
は
今
年
７
月

25
日
︑
悪
質
な
荷
主
等
の
是
正
を
図
り
︑

構
造
的
賃
上
げ
を
実
現
さ
せ
る
べ
く
︑
ト

ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
の
一
層
の
機
能
強
化
を
進

め
る
よ
う
︑関
係
閣
僚
に
対
し
指
示
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
の
さ

ら
な
る
機
能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
︑
荷

主
・
元
請
運
送
事
業
者
へ
の
監
視
体
制
を

一
層
強
化
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
︒

を動かし
矢継ぎ早に一定の成果!!
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

第29回「栃木県那須塩原市『塩原温泉郷』」第29回「栃木県那須塩原市『塩原温泉郷』」

　

東
京
駅
か
ら
東
北
新
幹

線
に
乗
車
し
て
約
70
分
の

那
須
塩
原
駅
で
下
車
し
︑

路
線
バ
ス
に
揺
ら
れ
て
１

時
間
ほ
ど
の
﹁
塩
原
塩
釜

バ
ス
停
﹂
へ
︒
さ
ら
に
︑

そ
こ
か
ら
は
旅
館
の
送
迎

バ
ス
で
約
10
分
︒
目
指
す

宿
は
︑延
宝
２（
１
６
７
４
）

年
創
業
で
︑
今
年
３
５
０

周
年
を
迎
え
る
老
舗
旅
館

﹁
明
賀
屋
本
館
﹂
で
す
︒
鹿
股
川
の
ほ
と
り
に
あ

る
５
階
建
て
の
本
館
は
実
に
見
事
な
建
築
で
︑
久

し
ぶ
り
に
故
郷
へ
帰
っ
た
よ
う
な
温
も
り
が
感
じ

ら
れ
ま
す
︒

　
﹁
塩
原
温
泉
郷
﹂
は
︑
箒
川
沿
い
に
連
な
る
11

地
区
の
温
泉
地
の
総
称
で
︑
開
湯
１
２
０
０
年
以

上
と
い
わ
れ
る
古
湯
︒
古
く
か
ら﹁
塩
原
十
一
湯
﹂

と
呼
ば
れ
る
湯
本
が
点
在
し
︑
約
１
５
０
の
源
泉

か
ら
湯
が
湧
き
出
し
て
い
る
と
い
う
︑
温
泉
マ
ニ

ア
垂
涎
の
湯
で
す
︒
今
回
は
︑
還
暦
を
過
ぎ
て
リ

タ
イ
ア
し
︑
時
間
に
余
裕
の
あ
る
友
人
と
厳
選
し

て
こ
の
宿
に
し
ま
し
た
が
︑
最
高
の
宿
で
し
た
︒

　

宿
に
着
く
と
さ
っ
そ
く
浴
衣
に
着
替
え
て
﹁
ひ

と
っ
風
呂
﹂
と
ば
か
り
に
向
か
っ
た
の
は
﹁
川
岸

露
天
風
呂
﹂
で
す
︒
湯
船
が
２
つ
あ
り
︑
目
の
前

は
文
字
通
り
清
涼
感
漂
う
鹿
股
川
︒
こ
こ
は
混
浴

風
呂
で
︑
先
客
が
い
ま
し
た
が
︑
ゆ
っ
く
り
と
湯

船
に
浸
か
り
ま
し
た
︒
同
館
の
お
湯
は
︑
保
温
効

果
の
﹁
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
化
物
泉
﹂
と
美
肌
効
果
の

﹁
単
純
温
泉
﹂
で
︑
自
然
湧
出
の
源
泉
か
け
流
し

と
の
こ
と
︒２
種
類
の
に
ご
り
湯
が
楽
し
め
ま
し
た
︒

　
﹁
野
趣
満
点
だ
な
︒
こ
れ
は
想
像
以
上
だ
﹂
と

タ
オ
ル
を
頭
に
乗
せ
た
友
人
は
︑﹁
至
福
の
時
﹂

と
ば
か
り
に
︑
ゆ
っ
く
り
と
目
を
閉
じ
ま
し
た
︒

先
客
の
70
代
ほ
ど
と
覚
し
き
男
性
が
﹁
い
や
ぁ
︑

実
に
い
い
湯
で
す
な
︒
生
き
返
り
ま
す
わ
﹂
と
満

足
気
で
す
︒
温
泉
好
き
に
悪
い
人
は
い
な
い
と
言

い
ま
す
が
︑
優
し
げ
な
好
々
爺
︒
温
泉
に
入
る
と

何
故
か
人
は
少
し
ば
か
り
饒
舌
に
な
り
ま
す
︒
ほ

か
に
も
私
と
同
年
代
と
思
わ
れ
る
男
性
も
い
ま
し

た
が
︑
そ
の
男
性
は
清
流
を
じ
っ
と
眺
め
︑
も
の

思
い
に
ふ
け
っ
て
い
ま
し
た
︒
三
人
三
様
︑
そ
れ

ぞ
れ
が
胸
中
に
秘
め
る
思
い
に
浸
っ
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
︒﹁
そ
ろ
そ
ろ
夕
餉
の
時
間
だ
な
﹂と
︑

友
人
が
湯
船
か
ら
出
よ
う
と
す
る
と
︑
真
っ
赤
な

夕
日
が
沈
み
︑
そ
れ
は
見
事
な
夕
暮
れ
で
し
た
︒

　

地
産
地
消
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
夕
食
の
お
膳

に
並
ん
だ
の
は
︑
旬
の
滋
養
溢
れ
る
食
材
に
彩
ら

れ
た
会
席
料
理
で
し
た
︒
友
人
と
差
し
つ
差
さ
れ

つ
飲
む
地
酒
は
︑
五
臓
六
腑
に
染
み
渡
り
︑
こ
れ

を
正
し
く
﹁
美
酒
﹂
と
い
う
の
で
し
ょ
う
︒

　

翌
日
は
︑
開
設
か
ら
約
１
３
０
年
以
上
の
歴
史

が
あ
る
﹁
千
本
松
牧
場
﹂
に
立
ち
寄
り
︑
飼
育
さ

れ
て
い
る
牛
か
ら
搾
り
た
て
の
生
乳
１
０
０
％
で

作
ら
れ
た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
ま
し
た
が
︑

こ
れ
も
絶
品
で
し
た
︒
そ
の
後
︑
那
須
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
で
那
須
連
山
の
主
峰
﹁
茶
臼
岳
﹂
の
９
合
目

ま
で
行
き
︑
山
頂
展
望
台
か
ら
見
た
景
色
は
圧
巻

で
し
た
︒﹁
自
然
が
織
り
成
す
造
形
美
に
勝
る
物

な
し
﹂
と
︑
し
ば
し
そ
の
場
を
離
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
︒

　

雄
大
な
そ
の
景
色
か
ら
明
日
へ
の
力
を
い
た
だ

き
︑﹁
命
の
洗
濯
が
で
き
た
な
﹂
と
呟
い
た
友
人
の

一
言
に
︑
深
く
頷
く
私
が
い
ま
し
た
︒

（
旅
ラ
イ
タ
ー　

し
ほ
ん
・
く
さ
と
）

詩本草人の

　あなたは夏休み中のため多くの人で賑わう観光地の道路
をタクシーに追従しながら走行しています。前方左には路
地がみえます。この場面にはどのような危険がありますか。
また、危険を避けるためにはどのような運転をすればよい
でしょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 168回〕「人でにぎわう観光地」

（解説・7面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

第
61
回
「
物
流
政
策
委
員
会
」

課
長
補
佐
お
よ
び
同
局
貨
物

流
通
事
業
課
の
松
木
拓
課
長

補
佐
が
説
明
し
た
︒
意
見
交

換
で
は
︑
出
席
委
員
の
質
問

・
意
見
に
つ
い
て
三
輪
田
課

長
︑
林
田
課
長
補
佐
︑
松
木

課
長
補
佐
が
丁
寧
に
回
答
し

た
︒
同
委
員
会
で
は
︑
今
後

も
質
問
・
意
見
に
つ
い
て
取

り
ま
と
め
︑
同
省
へ
提
出
し

て
い
く
こ
と
と
し
た
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
①
令
和
６
年

度
２
０
２
４
年
問
題
緊
急
対

応
予
算
︑
②
標
準
的
な
運
賃

お
よ
び
物
流
の
２
０
２
４
年

問
題
の
周
知
等
︑
③
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
︱
︱

な
ど
に
つ
い
て
︑了
承
し
た
︒

　

第
61
回
物
流
政
策
委
員
会

（
馬
渡
雅
敏
委
員
長
）
が
７

月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
︒
議

事
の
冒
頭
︑
馬
渡
委
員
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
︑
国
土
交

通
省
物
流
・
自
動
車
局
貨
物

流
通
事
業
課
の
三
輪
田
優
子

課
長
が
あ
い
さ
つ
︒
議
事
で

は
︑
改
正
﹁
物
資
の
流
通
の

効
率
化
に
関
す
る
法
律
﹂
お

よ
び
改
正
﹁
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
﹂
に
つ
い
て
︑
同

局
物
流
政
策
課
の
林
田
雄
介

改
正
物
効
法
及
び
改
正
事
業
法
に
つ
い
て

国
交
省
と
活
発
な
意
見
交
換

第61回「物流政策委員会」（７月24日、全ト協）

を
国
土
交
通
大
臣
へ
通
知
す

る
規
定
が
新
設
さ
れ
た
︒
ま

た
︑
こ
れ
を
行
う
た
め
に
︑

地
方
適
正
化
事
業
実
施
機
関

に﹁
適
正
化
事
業
調
査
員（
Ｇ

メ
ン
調
査
員
）﹂
を
選
任
す

る
こ
と
と
な
っ
た
︒

　

Ｇ
メ
ン
調
査
員
の
任
務

は
︑
荷
主
・
元
請
事
業
者
に

よ
る
違
反
原
因
行
為
の
情
報

を
収
集
・
調
査
し
︑
ト
ラ
ッ

ク
Ｇ
メ
ン
に
通
知
す
る
こ
と

と
な
る
が
︑
各
地
方
適
正
化

事
業
実
施
機
関
の
Ｇ
メ
ン
調

査
員
は
︑
管
轄
の
運
輸
支
局

等
の
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
と
密

接
な
連
携
の
も
と
に
活
動
す

る
︒

　

な
お
︑違
反
原
因
行
為
は
︑

﹁
長
時
間
の
荷
待
ち
﹂︑﹁
契

約
に
な
い
附
帯
業
務
﹂︑﹁
運

賃
・
料
金
の
不
当
な
据
え
置

き
﹂︑﹁
過
積
載
運
送
の
指
示

・
容
認
﹂︑﹁
異
常
気
象
時
の

運
送
依
頼
﹂︑﹁
無
理
な
運
送

依
頼
﹂
な
ど
︒

令
和
６
年
度
事
業
計
画
案　

　
　
　
　
　
　
　
等
を
承
認

第
54
回
引
越
部
会

　

第
54
回
引
越
部
会
（
松
橋

謙
一
部
会
長
）が
７
月
17
日
︑

北
海
道
札
幌
市
で
開
催
さ

れ
︑
①
令
和
５
年
度
事
業
報

告
（
案
）︑
②
役
員
の
変
更

（
案
）︑③
６
年
度
事
業
計
画

（
案
）
︱
︱
等
に
つ
い
て
審

議
・
承
認
︒
役
員
の
変
更
で

は
︑
中
村
一
男
氏
（
㈱
セ
ン

コ
ー
リ
ビ
ン
グ
プ
ラ
ザ
代
表

取
締
役
社
長
・
東
京
都
）
を

新
副
部
会
長
に
選
任
し
た
︒

６
年
度
事
業
計
画
で
は
︑﹁
引

越
事
業
者
優
良
認
定
制
度
の

事
業
者
へ
の
普
及
と
消
費
者

認
知
度
の
向
上
﹂
を
筆
頭
に

８
つ
の
施
策
を
推
進
︒ま
た
︑

引
越
部
会
の
下
に
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
す
る
こ

と
と
し
た
︒

　

議
事
終
了
後
に
は
︑
北
海

道
に
お
け
る
引
越
部
会
活
動

に
関
す
る
報
告
が
行
わ
れ
た
︒

特
車
通
行
に
関
す
る
諸
課
題

改
善
や
鋼
材
輸
送
の
安
全
対

策
等
を
推
進第

79
回
鉄
鋼
部
会

　

第
79
回
鉄
鋼
部
会
（
三
村

文
雄
部
会
長
）
が
７
月
18
日

に
福
岡
県
福
岡
市
で
開
催
さ

れ
︑
令
和
５
年
度
事
業
報
告

・
６
年
度
事
業
計
画
の
両
案

や
︑
役
員
の
退
任
・
選
任
等

に
つ
い
て
審
議
・
承
認
し
た
︒

　

退
任
に
伴
う
役
員
の
選
任

で
は
︑
Ｊ
Ｆ
Ｅ
物
流
㈱
（
東

京
都
）
の
小
林
隆
鉄
鋼
総
括

部
長
︑
木
村
運
輸
㈱
（
大
阪

府
）
の
木
村
貴
広
代
表
取
締

役
が
新
副
部
会
長
に
選
任
さ

れ
た
︒

　

６
年
度
事
業
計
画
で
は
︑

①
特
殊
車
両
の
通
行
に
関
す

る
諸
課
題
改
善
の
推
進
（
関

係
行
政
と
の
連
携
強
化
）︑

②
荷
主
団
体
と
連
携
し
た
関

係
法
令
に
関
す
る
諸
課
題
改

善
の
推
進
︑
③
鋼
材
輸
送
に

関
す
る
安
全
対
策
の
推
進
︱

︱
な
ど
５
項
目
を
掲
げ
︑
部

会
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
と

し
た
︒

　

議
事
終
了
後
に
は
︑
国
土

交
通
省
物
流
・
自
動
車
局
貨

物
流
通
事
業
課
の
佐
藤
和
義

ト
ラ
ッ
ク
事
業
適
正
化
対
策

室
長
が
﹁
我
が
国
の
物
流
の

革
新
に
向
け
た
取
り
組
み
の

動
向
﹂
と
題
し
︑
講
演
を
行

っ
た
︒

持
続
的
・
安
定
的
な
セ
メ
ン

ト
輸
送
力
確
保
目
指
し
活
動

第
42
回
セ
メ
ン
ト
部
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

７
月
19
日
︑
第
42
回
セ
メ
ン

ト
部
会（
鎮
目
隆
雄
部
会
長
）

を
開
催
し
︑
令
和
５
年
度
事

業
報
告
（
案
）︑
６
年
度
事

業
計
画
（
案
）
等
に
つ
い
て

審
議
・
承
認
︒
ま
た
︑
役
員

の
変
更
と
し
て
︑
㈱
鈴
木
組

陸
運
（
愛
知
県
）
の
鈴
木
英

明
代
表
取
締
役
を
新
副
部
会

長
に
選
任
し
た
︒

　

６
年
度
事
業
計
画
で
は
︑

セ
メ
ン
ト
輸
送
力
の
確
保
や

持
続
的
に
安
定
し
た
輸
送
を

提
供
す
る
た
め
の
効
果
的
な

対
応
策
を
検
討
す
る
と
と
も

に
︑﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
の

告
示
制
度
や
﹁
標
準
貨
物
自

動
車
運
送
約
款
﹂
の
一
部
改

正
の
趣
旨
を
踏
ま
え
︑
関
係

先
に
対
す
る
積
極
的
な
取
り

組
み
を
推
進
し
︑
諸
課
題
の

克
服
に
努
め
る
こ
と
な
ど
︑

４
項
目
の
施
策
を
推
進
す
る

こ
と
と
し
た
︒

　

な
お
︑
議
事
終
了
後
に
は

研
修
会
と
し
て
︑
国
土
交
通

省
物
流
・
自
動
車
局
の
三
輪

田
優
子
貨
物
流
通
事
業
課
長

が
﹁
物
流
２
０
２
４
年
問
題

に
対
す
る
行
政
の
取
り
組

み
﹂を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
︒

令
和
６
年
度　
　
　
　
　

　
事
業
計
画
案
等
を
承
認

第
20
回
利
用
運
送
・

積
合
部
会

　

利
用
運
送
・
積
合
部
会

（
井
上
和
英
部
会
長
）
は
７

月
23
日
︑
大
分
県
大
分
市
で

第
20
回
総
会
を
開
催
し
た
︒

　

議
事
で
は
︑
令
和
５
年
度

事
業
報
告
（
案
）
や
６
年
度

事
業
計
画
（
案
）
等
に
つ
い

て
審
議
・
承
認
︒
役
員
の
変

更
で
は
︑
新
開
運
輸
倉
庫
㈱

（
大
阪
府
）
の
新
開
孝
典
常

務
取
締
役
を
新
副
部
会
長
に

選
任
し
た
︒

　

６
年
度
事
業
計
画
で
は
︑

改
正
さ
れ
た
﹁
標
準
的
な
運

賃
﹂・﹁
標
準
運
送
約
款
﹂
の

活
用
に
よ
る
運
賃
収
受
等
に

向
け
た
諸
施
策
推
進
な
ど
︑

３
本
柱
の
施
策
を
掲
げ
た
︒

ま
た
︑
利
用
運
送
・
積
合
部

会
の
下
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
を
設
置
す
る
こ
と
と
し

た
︒

　

議
事
終
了
後
に
開
催
さ
れ

た
研
修
会
で
は
︑﹁
我
が
国

の
物
流
の
革
新
に
向
け
た
取

り
組
み
の
動
向
﹂
を
テ
ー
マ

に
︑
国
土
交
通
省
物
流
・
自

動
車
局
貨
物
流
通
事
業
課
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
推
進
官
の
篠
塚
博
一
氏

が
講
演
を
行
っ
た
︒

　

国
土
交
通
省
は
７
月
29

日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
対
し
︑﹁
民
間
団
体
等
に

よ
る
貨
物
自
動
車
運
送
の
適

正
化
に
関
す
る
事
業
の
推
進

に
つ
い
て
﹂
の
一
部
を
改
正
す

る
通
達
を
発
出
し
た
︒
こ
れ

は
︑﹁
流
通
業
務
の
総
合
化

及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す

る
法
律
及
び
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
﹂
の
一
部
が
８
月
１

日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
︑

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
が
施
行
し
た
こ
と
に
伴

う
も
の
︒
今
般
の
改
正
事
業

法
に
よ
っ
て
︑
地
方
貨
物
自

動
車
運
送
適
正
化
事
業
実
施

機
関
（
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
）
は
︑
荷
主
等
の
行
為

が
違
反
原
因
行
為
に
該
当
す

る
と
疑
う
に
足
り
る
事
実
を

把
握
し
た
時
は
︑
そ
の
事
実

「
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
た
め

の
ヘ
ル
シ
ー
弁
当
求
評
会
」

を
開
催福

島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
佐
藤
信
成
会
長
）
は
７
月

27
日
︑
福
島
学
院
大
学
宮
代

キ
ャ
ン
パ
ス
（
福
島
市
）
で
︑

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
た
め

の
ヘ
ル
シ
ー
弁
当
求
評
会
﹂

を
開
催
し
た
︒

　

福
島
県
は
急
性
心
筋
梗
塞

に
よ
る
死
亡
率
が
高
く
︑
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
生
活

習
慣
病
も
深
刻
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
︑福
島
県
ト
協
と
︑

同
大
学
短
期
大
学
部
食
物
栄

養
学
科
の
学
生
が
共
同
で

﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に

向
け
た
弁
当
レ
シ
ピ
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
を
今
年
５
月

に
始
動
︒
学
生
と
福
島
県
ト

協
女
性
部
・
事
務
局
に
よ
る

意
見
交
換
会
の
開
催
を
経
て
︑

﹁
簡
単
に
作
れ
て
手
軽
に
食

べ
ら
れ
る
︑
お
い
し
く
ヘ
ル
シ

ー
な
お
弁
当
﹂
の
レ
シ
ピ
を

考
案
し
︑
こ
の
ほ
ど
︑
学
生

に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

お
よ
び
試
食
・
講
評
が
行
わ

れ
た
も
の
︒

　

開
発
し
た
の
は
︑
肉
巻
き

お
に
ぎ
り
や
バ
タ
ー
ロ
ー
ル

サ
ン
ド
︑
し
ょ
う
が
焼
き
う

ど
ん
︑
小
松
菜
と
卵
の
炒
め

物
な
ど
で
︑
栄
養
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
つ
つ
︑
業
務
の
合

間
で
も
食
べ
や
す
く
︑
十
分

な
食
べ
応
え
を
感
じ
ら
れ
る

よ
う
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
︒

　

求
評
会
に
は
︑
佐
藤
会
長

の
ほ
か
︑
会
員
事
業
者
か
ら

２
人
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
参
加
︒

佐
藤
会
長
は
﹁
健
康
的
な
働

き
方
に
繋
げ
︑
業
界
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い

き
た
い
﹂と
あ
い
さ
つ
し
た
︒

　

今
回
︑
学
生
が
考
案
し
た

ヘ
ル
シ
ー
弁
当
の
レ
シ
ピ
に
つ

い
て
は
︑
今
後
福
島
県
ト
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
特
設
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
ペ
ー
ジ
や
広
報

誌
︑Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
公
開
予
定
︒

第42回セメント部会（7月19日、全ト協）
栄養価や食べやすさを追求した、学生考案の「ヘ
ルシー弁当」（7月27日、福島学院大学）

第79回鉄鋼部会（7月18日、オリエンタルホテ
ル福岡博多ステーション）

第54回引越部会（7月17日、札幌パークホテル）

第
20
回
利
用
運
送
・
積
合
部
会
（
７

月
23
日
、
ホ
テ
ル
日
航
大
分
オ
ア
シ

ス
タ
ワ
ー
）

悪
質
荷
主
情
報
を
地
方
実
施
機
関
が
国
交
大
臣
へ
通
知

「
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
」
と
「
Ｇ
メ
ン
調
査
員
」
が
連
携
1面に関連
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

﹁
物
流
拠
点
機
能
強
化
支
援

事
業
﹂（
補
助
事
業
）
の
令

和
５
年
度
補
正
予
算
第
３
次

公
募
を
実
施
し
て
い
る
︒

　

同
事
業
は
︑
災
害
対
応
能

力
の
強
化
を
図
る
た
め
に
非

常
用
電
源
設
備
の
導
入
支
援

を
行
い
︑
物
流
拠
点
に
お
い

て
電
源
機
能
を
維
持
し
︑
迅

速
か
つ
円
滑
な
物
資
輸
送
体

制
の
確
保
を
目
指
す
た
め
に

実
施
す
る
も
の
︒
補
助
対
象

設
備
は
非
常
用
電
源
設
備

（
発
電
設
備
ま
た
は
蓄
電

池
）︒
補
助
率
は
２
分
の
１

以
内（
上
限
１
０
０
０
万
円
）︒

　

公
募
受
付

期
間
は
︑
８

月
26
日
㈪
ま

で
（
17
時
必

取
引
適
正
化
に
向
け
て

下
請
法
改
正
を
検
討

第
１
回
「
企
業
取
引

研
究
会
」

　

公
正
取
引
委
員
会
と
中
小

企
業
庁
は
７
月
22
日
︑
第
１

回
﹁
企
業
取
引
研
究
会
﹂（
座

長
:
神
田
秀
樹
東
京
大
学

名
誉
教
授
）
を
開
催
し
た
︒

　

同
研
究
会
は
︑
大
企
業
が

下
請
事
業
者
に
支
払
う
代
金

を
低
く
定
め
る
︑﹁
買
い
た

た
き
﹂
な
ど
不
当
な
商
習
慣

の
抜
本
改
正
に
向
け
た
検
討

を
行
う
た
め
に
開
催
︒
適
切

な
価
格
転
嫁
を
我
が
国
の
新

た
な
商
慣
習
と
し
て
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
定
着
さ

せ
て
い
く
た
め
の
取
引
環
境

を
整
備
す
る
観
点
か
ら
︑
優

越
的
地
位
の
濫
用
規
制
の
あ

着
）︒
詳
細
は
︑
国
交
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（
二
次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

 

９
月
に
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ

ク
通
行
路
線
拡
充
へ

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

通
達
﹁
長
さ
が
21
㍍
を
超
え

る
フ
ル
ト
レ
ー
ラ
連
結
車
に

係
る
特
殊
車
両
の
通
行
許
可

の
取
扱
い
に
つ
い
て
﹂
の
一
部

改
正
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
て
い
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
７
月
９
日

に
開
催
し
た
﹁
社
会
資
本
整

備
審
議
会
道
路
分
科
会
基
本

政
策
部
会
第
24
回
物
流
小
委

員
会
﹂（
委
員
長
:
根
本
敏

則
敬
愛
大
学
経
済
学
部
教

り
方
に
つ
い
て
︑
来
年
の
通

常
国
会
で
の
下
請
代
金
支
払

遅
延
等
防
止
法
（
下
請
法
）

改
正
を
視
野
に
︑
検
討
を
進

め
る
こ
と
に
し
て
い
る
︒

　

同
会
議
は
︑
今
後
月
1
回

程
度
開
催
︒
主
要
な
改
正
か

ら
約
20
年
が
経
過
し
た
下
請

法
の
見
直
し
を
通
じ
て
︑
中

小
企
業
の
経
営
環
境
改
善
を

図
っ
て
い
く
︒

授
）
に
お
い
て
︑
ダ
ブ
ル
連

結
ト
ラ
ッ
ク
通
行
路
線
の
拡

充
区
間
に
つ
い
て
審
議
︒
物

流
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
等
を
踏

ま
え
︑
道
路
構
造
や
休
憩
箇

所
に
つ
い
て
物
流
事
業
者
の

詳
細
計
画
を
基
に
確
認
・
検

討
を
実
施
し
︑
ダ
ブ
ル
連
結

ト
ラ
ッ
ク
の
対
象
路
線
の
拡

充
を
図
る
こ
と
と
し
た
︒

　

同
拡
充
に
よ
り
︑
首
都
高

速
道
路
高
速
湾
岸
線
や
阪
神

高
速
道
路
４
号
湾
岸
線
な
ど

が
新
た
に
通
行
区
間
に
組
み

込
ま
れ
︑
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ

ッ
ク
の
通
行
区
間
は
︑
現
行

の
約
５
１
４
０
㌔
㍍
か
ら
約

６
３
３
０
㌔
㍍
に
拡
充
さ
れ

る
予
定
︒
な
お
︑
改
正
後
の

通
行
区
間
の
詳
細
は
︑
電
子

政
府
の
総
合
窓
口
（
ｅ
︱
Ｇ

ｏ
ｖ
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

（
二
次
元
コ
ー
ド
①
）︒

　

意
見
募
集

期
間
は
９
月

２
日
㈪
ま
で
︒

意
見
募
集
に

関
す
る
詳
細
は
︑ｅ
︱

Ｇ
ｏ

ｖ
（
二
次
元

コ
ー
ド
②
）

を
参
照
︒
な

お
︑
施
行
は

９
月
を
予
定
︒

 

２
０
２
７
年
ま
で
に
普
及
率

85
％
を
目
指
す

デ
ジ
タ
コ
の
普
及
目
標
・

普
及
策
を
設
定

　

国
土
交
通
省
は
７
月
30

日
︑
第
３
回
﹁
物
流
革
新
に

向
け
た
デ
ジ
タ
ル
式
運
行
記

録
計
の
普
及
促
進
に
関
す
る

検
討
会
﹂（
座
長
:
永
井
正

夫
東
京
農
工
大
学
ス
マ
ー
ト

モ
ビ
リ
テ
ィ
研
究
拠
点
・
研

究
顧
問
／
名
誉
教
授
／
工
学

博
士
）
を
開
催
し
た
︒

　

同
会
議
で
は
︑
前
回
報
告

さ
れ
た
﹁
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
者
に
対
す
る
デ
ジ
タ
コ

の
装
着
率
等
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
﹂（
本
紙
７
月
20
日

号
既
報
）の
結
果
を
踏
ま
え
︑

現
時
点
で
最
大
積
載
量
４
㌧

以
上
の
車
両
に
お
い
て
装
着

率
約
80
％
と
な
っ
て
い
る
デ

ジ
タ
コ
の
普
及
率
の
目
標
を
︑

２
０
２
７
（
令
和
９
）
年
ま

で
に
85
％
と
設
定
（
対
象
車

両
=
現
行
の
運
行
記
録
計
の

装
着
の
義
務
付
け
車
両
と
同

じ
︑
普
及
さ
せ
る
デ
ジ
タ
コ

=
保
安
基
準
に
適
合
し
た
デ

ジ
タ
コ
）︒
装
着
率
向
上
策

と
し
て
︑
①
運
送
事
業
者
の

費
用
負
担
の
軽
減
に
向
け
︑

現
行
の
補
助
制
度
の
見
直

し
︑
②
デ
ジ
タ
コ
の
装
着
意

義
や
操
作
方
法
の
理
解
向
上

を
図
る
た
め
︑
セ
ミ
ナ
ー
開

催
や
啓
発
動
画
制
作
を
実

施
︑
③
２
０
２
７
年
ま
で
毎

年
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

お
よ
び
デ
ジ
タ
コ
メ
ー
カ
ー

に
対
し
て
︑
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

調
査
を
実
施
し
た
上
で
︑
装

着
義
務
化
の
要
否
等
を
検
討

︱
︱
す
る
こ
と
を
示
し
た
︒

経 産 省

「
物
流
拠
点
機
能
強
化
支
援
事
業
」　

　
　
　
　
　
　
３
次
公
募
を
開
始

８
月
26
日
㈪
17
時
ま
で

９
４
６
０
事
業
所
の
申
請
を
受
理

貨
物
自
動
車
運
送
事
業

安
全
性
評
価
事
業

　

全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適

正
化
事
業
実
施
機
関
で
あ
る

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
７

月
22
日
︑２
０
２
４
年
度
﹁
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性

評
価
事
業
（
Ｇ
マ
ー
ク
）﹂

の
申
請
事
業
所
数
を
発
表
し

た
︒

　

今
年
度
は
７
月
１
日
㈪
か

ら
７
月
14
日
㈰
ま
で
の
間
︑

Ｗ
ｅ
ｂ
申
請
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
申
請
受
付
を
実
施
し
︑
申

請
資
格
要
件
等
を
ク
リ
ア
し

た
９
４
６
０
事
業
所
の
申
請

を
受
理
し
た
︒

　

こ
の
う
ち
︑
新
規
申
請
は

１
１
５
５
事
業
所
で
︑
前
年

度
と
比
べ
て
１
０
６
事
業
所

減
少
︒
ま
た
︑
更
新
申
請
に

つ
い
て
は
８
３
０
５
事
業
所

と
︑同
１
９
５
事
業
所
減
少
︒

合
計
で
は
９
４
６
０
事
業
所

で
︑
同
３
０
１
事
業
所
減
少

し
た
︒

　

申
請
状
況
の
内
訳
に
つ
い

て
は
︑
表
の
通
り
︒

　

全
ト
協
で
は
今
後
︑
評
価

基
準
に
基
づ
き
申
請
書
類
の

審
査
を
厳
正
に
行
い
︑
今
年

12
月
中
旬
に
２
０
２
４
年
度

安
全
性
優
良
事
業
所
を
認
定

・
公
表
す
る
予
定
︒

ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
健
康
改
善

動
画
第
２
弾
を
制
作

「
水
分
補
給
の
コ
ツ
と

重
要
性
」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
に
食

事
の
重
要
性
へ
の
気
付
き
や

実
践
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
短

く
ま
と
め
た
動
画
﹁
ド
ラ
イ

バ
ー
の
食
生
活
と
健
康
管
理
﹂

（
全
６
回
）
を
制
作
し
て
お

り
（
本
紙
７
月
５
日
号
既

報
）︑
こ
の
ほ
ど
第
２
回
﹁
水

分
補
給
の
コ
ツ
と
重
要
性
﹂

（
写
真
）
を
全
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）で
公
開
し
た
︒

　

第
２
回
で
は
︑
十
分
な
水

分
補
給
を
し
な
い
で
長
時
間

運
転
や
屋
外
作
業
を
す
る
と

脱
水
症
に
な
る
お
そ
れ
が
あ

る
こ
と
か
ら
︑
効
果
的
な
水

分
補
給
の
方
法
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
第
３
回
以
降
の
動

画
は
順
次
公

開
予
定
で
︑

全
ト
協
Ｈ
Ｐ

（
二
次
元
コ
ー

ド
）
で
視
聴
可
能
︒

閉
鎖
Ｔ
Ｓ
の
売
却
に
つ
い
て

旧
徳
島
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
旧
徳
島
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ

ー
シ
ョ
ン（
徳
島
県
鳴
門
市
）

に
関
し
て
︑
入
札
に
よ
る
売

却
を
行
う
た
め
︑
８
月
１
日

か
ら
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）で﹁
入
札
要
綱
書
﹂

を
公
開
し
て
い
る
︒

　

詳
細
に
つ
い
て
は
同
ペ
ー

ジ
を
参
照
︒

高
速
道
路
の
ト
ラ
ッ
ク
速
度

規
制
引
上
げ
を
受
け
「
引
上

げ
区
間
地
図
」
を
作
成

運
行
管
理
・
ダ
イ
ヤ
作
成
の
参
考
に

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
令
和
６
年
４
月
の
道
路

交
通
法
施
行
令
の
改
正
に
よ

り
︑
高
速
自
動
車
国
道
の
大

型
ト
ラ
ッ
ク
等
の
法
定
速
度

が
時
速
90
㌔
㍍
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
区
間
を
明
示
し
た
地

図
（
６
年
４
月
１
日
現
在
）

を
作
成
し
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
に
会
員
専

用
で
公
開
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
全
ト
協
は
︑
こ
の

地
図
を
運
行
管
理
や
ダ
イ
ヤ

作
成
の
参
考
情
報
と
し
て
作

成
し
た
も
の
で
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
に
対
し
て
︑
現
場
で
の
道

路
標
識
等
に
よ
る
最
高
速
度

規
制
を
最
優
先
に
︑
道
路
交

通
法
違
反
を
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

同
地
図
は

全
ト
協
Ｈ
Ｐ

（
二
次
元
コ
ー

ド
）
で
閲
覧

可
能
︒

令
和
５
年
中
交
通
事
故
統
計

分
析
結
果
（
車
籍
別
）
ポ
ス

タ
ー
を
刷
り
込
み

さ
ら
な
る
事
故
防
止
の
徹
底
を

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が

ま
と
め
た
﹁
令
和
５
年
中
の

交
通
事
故
統
計
分
析
結
果

（
車
籍
別
）﹂
に
よ
る
と
︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
事
業
に
お
け
る
総
合

安
全
プ
ラ
ン
﹂
に
お
い
て
設

定
し
て
い
る
数
値
目
標
︑﹁
事

業
用
ト
ラ
ッ
ク
（
軽
貨
物
を

除
く
）
を
第
１
当
事
者
と
す

る
死
者
数
と
重
傷
者
数
の
合

計
を
車
両
台
数
１
万
台
当
た

り
﹃
６
・
５
人
以
下
﹄﹂
に
つ

い
て
︑
５
年
は
全
国
平
均
で

﹁
８
・
６
人
﹂
と
な
り
︑
目

標
達
成
は
な
ら
な
か
っ
た
︒

同
目
標
を
ク
リ
ア
し
た
の
は

16
道
県
︑
５
年
の
全
国
平
均

を
ク
リ
ア
し
た
の
は
13
都

県
︑
平
均
を
上
回
っ
た
の
が

18
府
県
だ
っ
た
︒

　

な
お
︑
今
号
の
﹃
広
報
と

ら
っ
く
﹄
に
︑
分
析
結
果
の

概
要
を
ま
と
め
た
︑
啓
発
用

ポ
ス
タ
ー
を
刷
り
込
ん
で
い

る
︒

表　2024年度貨物自動車運送事業安全性評価事業に係る申請の状況（速報値）

新規
申請

更新
申請 合計

初回 2 回目 3 回目 4 回目 5 回目 6 回目

申請
件数 1,155 8,305 1,283 1,245 1,656 1,770 1,051 1,300 9,460 

前年
度比 ▲ 106 ▲ 195 ▲ 146 ▲ 68 ▲ 350 14 115 240 ▲ 301

 ▲はマイナス

8月19日より
『商用EV導入に係るアンケート』を開始します
　国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）
による国の事業「グリーンイノベーション基金事
業 / スマートモビリティ社会の構築」（二次元コー
ド）の一環として、実際に商用車を運行する運送
事業者である皆様の貨物車両の EV 化に関するア
ンケート調査を実施します。

■回答方法
　8 月 19 日以降、全日本トラック協会ホームページに専用バナ
ーを掲載します。地球環境にやさしいトラック輸送に向けて活用
していきたいと考えておりますので、アクセスをお願いします。

■お問い合わせ先
　　一般財団法人　環境優良車普及機構（通称：LEVO）　
　　担当：杉本、小林
　　東京都新宿区四谷 2-14-8　YPC ビル
　　問い合わせメールアドレス：levochousa2024@gmail.com
■調査実施団体
　　独立行政法人　自動車技術総合機構　交通安全環境研究所　

監
督
実
施
事
業
場
の
８

割
超
で
労
働
基
準
関
係

法
令
違
反
が
確
認

令
和
５
年
監
督
指
導
、

送
検
等
の
状
況

　

厚
生
労
働
省
は
７
月
30

日
︑
労
働
基
準
監
督
署
等
が

自
動
車
運
転
者
を
使
用
す
る

事
業
場
に
対
し
て
行
っ
た
令

和
５
年
の
監
督
指
導
︑
送
検

等
の
状
況
を
取
り
ま
と
め
︑

公
表
し
た
︒

　

監
督
指
導
を
実
施
し
た
事

業
場
（
３
７
１
１
事
業
場
）

の
う
ち
︑
労
働
基
準
関
係
法

令
違
反
が
認
め
ら
れ
た
の

は
︑
３
０
４
９
事
業
場
（
82

・
２
％
）︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
で
は
︑
監
督
実
施
事
業

場
（
２
９
２
８
事
業
場
）
の

う
ち
︑
81
・
６
％
に
あ
た
る

２
３
８
９
事
業
場
で
労
基
関

係
法
令
違
反
が
認
め
ら
れ

た
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

に
よ
る
主
な
労
基
関
係
法
令

違
反
事
項
で
は
︑﹁
労
働
時

間
﹂
が
１
４
０
５
事
業
場

（
48
・
０
％
）と
最
も
多
く
︑

次
い
で
﹁
割
増
賃
金
の
支
払

い
﹂
５
６
９
事
業
場
（
19
・

４
％
）︑﹁
労
働
時
間
の
状
況

の
把
握
﹂
１
９
１
事
業
場
（
６

・
５
％
）
だ
っ
た
︒

　

ま
た
︑
監
督
実
施
事
業
場

の
う
ち
︑
改
善
基
準
告
示
違

反
事
業
所
は
１
９
９
９
事
業
場

（
53
・
９
％
）︒
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
で
は
︑
監
督
実
施

事
業
場
の
う
ち
︑
58
・
３
％

に
あ
た
る
１
７
０
６
事
業
場

で
改
善
基
準
告
示
違
反
が
認

め
ら
れ
た
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
に
よ
る
主
な
改
善
基

準
告
示
違
反
行
為
で
は
︑﹁
最

大
拘
束
時
間
﹂
が
１
２
６
９

事
業
場
（
43
・
３
％
）
と
最

も
多
く
︑
次
い
で
﹁
総
拘
束

時
間
﹂
９
７
９
事
業
場
（
33

・
４
％
）︑﹁
休
息
期
間
﹂
９

５
２
事
業
場
（
32
・
５
％
）︑

﹁
連
続
運
転
時
間
﹂
８
７
１

事
業
場
（
29
・
７
％
）︑﹁
最

大
運
転
時
間
﹂
６
２
８
事
業

場
（
21
・
４
％
）
と
な
っ
た
︒

　

な
お
︑
重
大
・
悪
質
な
労

基
関
係
法
令
違
反
に
よ
り
送

検
し
た
の
は
54
件
で
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
で
は
45
件

が
送
検
さ
れ
て
い
る
︒

　

厚
労
省
で
は
︑引
き
続
き
︑

自
動
車
運
転
者
を
使
用
す
る

事
業
場
に
対
し
︑
労
基
関
係

法
令
な
ど
の
周
知
・
啓
発
に

努
め
る
と
と
も
に
︑
法
令
違

反
の
疑
い
が
あ
る
事
業
場
に

対
し
て
は
監
督
指
導
を
実
施

し
︑
自
動
車
運
転
者
の
適
正

な
労
働
条
件
の
確
保
に
取
り

組
ん
で
い
く
と
し
て
い
る
︒

 

「
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
省
エ
ネ
化
推

進
事
業
」
３
次
公
募
を
実
施

８
月
26
日
〜
９
月
６
日

　

国
土
交
通
省
で
は
８
月
26

日
か
ら
９
月
６
日
に
か
け
て
︑

令
和
６
年
度
﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
省
エ
ネ
化
推
進
事
業
﹂（
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
連
携
事

業
）
３
次
公
募
の
申
請
を
受

け
付
け
る
︒

　

同
事
業
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
と
荷
主
等
と
の
連

携
を
要
件
に
︑﹁
車
両
動
態

管
理
シ
ス
テ
ム
﹂︑﹁
予
約
受

付
シ
ス
テ
ム
等
﹂︑﹁
配
車
計

画
シ
ス
テ
ム
﹂
お
よ
び
﹁
Ａ

Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ
る
シ
ス
テ

ム
連
系
ツ
ー
ル
﹂︑﹁
ダ
ブ
ル

連
結
ト
ラ
ッ
ク
﹂
お
よ
び
﹁
ス

ワ
ッ
プ
ボ
デ
ィ
コ
ン
テ
ナ
車

「ドライバー施設の拡充に向けたアンケート」に
　　ご協力ください   回答期間：8月 31 日㈯まで

　全日本トラック協会では現在、ドライバー施設の拡充を検討するため
のアンケート調査を実施しています。
　同調査は、全国のサービスエリア（ＳＡ）・パーキングエリア（ＰＡ）・
道の駅・トラックステーション（ＴＳ）に関して、ドライバーの皆様が、
拡充が必要と思われる具体的な場所、施設、設備等について調査するも
ので、調査結果は行政等、関係各所と機能拡充を調整していく上での基
礎資料として活用されます。
　ドライバーの皆様におかれましては、本調査の趣旨をご理解の上、ア
ンケート調査にご協力いただきますようお願い申し上げます。

■アンケート
　・質問数：8 問　・所要時間：3 分程度

■回答方法
　パソコン、タブレット端末、スマートフォンからの Web 入力形式で実
施しています。
　アンケートページ（二次元コード）にアクセスの上、
回答してください。

■回答期間
　令和 6 年 8 月 31 日㈯まで
　※回答期間を延長しました

全
ト
協

両
﹂
に
要
す
る
経
費
の
一
部

を
支
援
す
る
も
の
︒

　

３
次
公
募
の
申
請
受
付
期

間
は
︑
８
月
26
日
㈪
10
時
~

９
月
６
日
㈮
16
時
︒
詳
細
は
︑

同
事
業
事
務

局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

（
８
月
10
日
〜
８
月
31
日
）

▽
８
月
27
日

・
全
国
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
会
議

▽
８
月
29
日

・
第
81
回
広
報
委
員
会
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

令
和
６
年
度
活
動
案
な
ど
承
認

運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

普
及
・
啓
発
推
進
協
議
会

　

国
土
交
通
省
は
７
月
24

日
︑
第
13
回
﹁
運
輸
安
全
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
普
及
・
啓
発
推

進
協
議
会
﹂
を
開
催
し
︑
同

協
議
会
の
令
和
５
年
度
の
活

動
報
告
と
６
年
度
の
活
動

（
案
）
を
承
認
し
た
︒
同
議

事
に
先
立
ち
︑
国
土
交
通
省

大
臣
官
房
の
加
藤
進
危
機
管

理
・
運
輸
安
全
政
策
審
議
官

が
あ
い
さ
つ
︒
引
き
続
き
︑

同
省
大
臣
官
房
の
山
崎
孝
章

運
輸
安
全
監
理
官
が
﹁
運
輸

安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
の

取
組
に
つ
い
て
﹂
お
よ
び
﹁
第

三
者
認
定
機
関
に
お
け
る
認

定
セ
ミ
ナ
ー
及
び
評
価
の
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
﹂
説
明

し
た
︒

　

５
年
度
活
動
報
告
で
は
︑

第
三
者
認
定
機
関
（
８
者
）

に
よ
る
認
定
セ
ミ
ナ
ー
を
３

８
９
回
開
催
し
︑
６
１
１
４

人
が
受
講
︒
こ
れ
に
よ
り
制

度
開
始
か
ら
累
計
で
３
６
４

３
回
開
催
︑
同
８
万
６
９
３

５
人
が
受
講
し
た
︒
ま
た
︑

６
年
度
活
動
（
案
）
で
は
︑

普
及
・
啓
発
活
動
と
し
て
︑

①
防
災
セ
ミ
ナ
ー
︑
②
リ
ス

ク
感
受
性
向
上
セ
ミ
ナ
ー
︑

③
中
小
規
模
事
業
者
に
対
す

る
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

制
度
の
普
及
・
啓
発
活
動
の

推
進
強
化
の
継
続
︱
︱
を
実

施
す
る
と
と
も
に
︑
認
定
セ

 

先
進
安
全
自
動
車
等
の
導

入
を
支
援

令
和
６
年
度
「
事
故
防
止

対
策
支
援
推
進
事
業
」

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

令
和
６
年
度
﹁
事
故
防
止
対

策
支
援
推
進
事
業
﹂
に
係
る

補
助
金
の
申
請
受
付
を
行
っ

て
い
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
自
動
車
運

送
事
業
に
お
け
る
交
通
事
故

防
止
の
観
点
か
ら
︑
先
進
安

全
自
動
車
（
Ａ
Ｓ
Ｖ
）
や
運

行
管
理
の
高
度
化
に
資
す
る

機
器
の
導
入
等
の
取
り
組
み

を
支
援
す
る
た
め
︑
要
件
を

満
た
し
た
事
業
者
に
対
し
て

補
助
金
を
交
付
す
る
同
事
業

を
実
施
し
て
い
る
︒

　

実
施
す
る
補
助
事
業
の
詳

細
と
申
請
受
付
期
間
は
︑
表

の
通
り
︒
な
お
︑
申
請
受
付

期
間
中
に
申
請
総
額
が
予
算

額
に
達
す
る
場
合
は
︑
申
請

受
付
期
間
で
あ
っ
て
も
申
請

受
付
を
終
了
す
る
︒

　

今
年
度
の
申
請
受
付
窓
口

は
︑
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｎ
㈱
と
な

り
︑
運
輸
支
局
等
で
は
受
け

付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒

　

申
請
に
関
す
る
詳
細
は
︑

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ

Ｎ
㈱
申
請
ポ

ー
タ
ル
サ
イ

ト
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
参
照
︒

に
左
折
時
に
歩
行
者
等
を
見

か
け
た
時
は
︑
そ
の
動
静
に

細
心
の
注
意
を
払
い
つ
つ
︑

横
断
歩
道
で
必
ず
一
時
停
止

し
て
︑
安
全
を
十
分
確
認
し

た
上
で
進
行
す
る
こ
と
を
強

く
求
め
て
い
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
運
行
管
理

者
や
運
転
者
等
の
目
に
触
れ

る
場
所
に
同
ポ
ス
タ
ー
を
掲

示
す
る
と
と
も
に
︑
チ
ラ
シ

を
配
布
す
る
よ
う
呼
び
か
け

て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
ポ
ス
タ
ー
・
チ

ラ
シ
は
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
︒

（
委
員
長
:
羽
藤
英
二
東

京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究

科
教
授
）
を
設
置
し
︑
議
論

を
進
め
て
き
た
︒

　

同
中
間
と
り
ま
と
め
で

は
︑
自
動
物
流
道
路
の
コ
ン

セ
プ
ト
（
図
１
）
や
方
向
性

に
つ
い
て
提
示
︒
ま
た
︑
想

定
ル
ー
ト
と
し
て
︑
図
２
の

内
容
を
示
し
た
︒

　

同
委
員
会
で
は
︑
自
動
物

流
道
路
が
真
に
社
会
の
役
に

立
つ
姿
を
実
現
で
き
る
よ
う
︑

関
係
省
庁
︑
関
係
事
業
者
︑

大
学
な
ど
と
連
携
し
て
議
論

を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
︑
引
き
続
き
導

入
に
向
け
た
議
論
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
︒

フ
ト
等
推
進
事
業
﹂（
補
助

事
業
）
の
二
次
募
集
を
行
っ

て
い
る
︒

　

対
象
と
な
る
事
業
は
︑
①

物
流
総
合
効
率
化
法
に
基
づ

く
総
合
効
率
化
計
画
策
定
の

た
め
の
調
査
事
業
︻
総
合
効

率
化
計
画
策
定
事
業
︼︑
②

物
流
総
合
効
率
化
法
の
総
合

効
率
化
計
画
に
基
づ
き
実
施

す
る
事
業
︻
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
推
進
事
業
・
幹
線
輸
送
集

約
化
推
進
事
業
・
過
疎
地
域

の
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
配
送

効
率
化
推
進
事
業
・
中
継
輸

送
推
進
事
業
︼︒
補
助
対
象

事
業
者
は
︑
荷
主
お
よ
び
物

流
事
業
者
等
物
流
に
係
る
関

係
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

協
議
会
︒

　

応
募
期
間
は
︑
８
月
23
日

㈮
17
時
ま
で
（
必
着
）︒
応

募
に
関
す
る
詳
細
は
︑
同
事

業
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
二
次

元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

 
事
故
調
報
告
書
公
表
事
案

に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ

シ
を
作
成

左
折
時
の
一
時
停
止
を

強
く
求
め
る

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
事
業

用
自
動
車
事
故
調
査
委
員
会

が
公
表
し
た
報
告
書
の
事
案

に
つ
い
て
︑
同
種
事
故
の
再

発
防
止
を
防
ぐ
観
点
か
ら
︑

ポ
ス
タ
ー
お
よ
び
チ
ラ
シ（
写

真
）
を
作
成
し
た
︒

　

同
委
員
会
で
は
︑
６
月
28

ミ
ナ
ー
等
の
講
師
と
な
る
人

材
の
育
成
︑
評
価
員
の
育
成

支
援
な
ど
を
行
う
と
し
た
︒

 

パ
レ
ッ
ト
標
準
化
促
進
に
向

け
た
経
費
の
一
部
を
補
助

10
月
31
日
㈭
16
時
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

﹁
物
流
標
準
化
促
進
事
業
費

補
助
金
（
労
働
力
不
足
に
対

応
す
る
た
め
の
標
準
仕
様
パ

レ
ッ
ト
の
利
用
促
進
支
援
事

業
）﹂
の
追
加
公
募
を
行
っ
て

い
る
︒

　

同
事
業
は
︑
パ
レ
ッ
ト
の

標
準
化
を
推
進
す
る
た
め
︑

補
助
対
象
要
件
を
満
た
す
パ

レ
ッ
ト
を
導
入
す
る
荷
主
等

に
対
し
︑
導
入
に
係
る
設
備

改
修
等
お
よ
び
効
果
検
証
に

要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助

す
る
も
の
︒
補
助
率
は
２
分

の
１
（
１
事
業
者
当
た
り
最

大
６
０
０
万
円
ま
で
）︒

　

公
募
期
間
は
︑
10
月
31
日

㈭
16
時
ま
で
（
必
着
）︒
補

助
対
象
要
件
を
満
た
す
パ
レ

ッ
ト
の
詳
細
を
含
め
た
公
募

の
詳
細
や
申
請
様
式
等
に
つ

い
て
は
︑
同

補
助
金
特
設

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
参
照
︒

 

「
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
等
推
進

事
業
」
二
次
募
集
を
実
施

８
月
23
日
㈮
17
時
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

令
和
６
年
度
﹁
モ
ー
ダ
ル
シ

日
に
大
型
ト
ラ
ク
タ
・
コ
ン

テ
ナ
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
の
衝
突

事
故（
特
別
重
要
調
査
対
象
）

に
関
す
る
報
告
書
を
発
表
︒

同
事
故
は
︑
信
号
機
が
設
置

さ
れ
た
十
字
路
交
差
点
に
お

い
て
︑
大
型
ト
ラ
ク
タ
・
ト

レ
ー
ラ
が
左
折
す
る
際
︑
左

折
方
向
の
横
断
歩
道
を
青
信

号
に
従
っ
て
横
断
し
て
い
た

小
学
生
に
衝
突
し
︑
ト
レ
ー

ラ
で
轢
過
︑同
事
故
に
よ
り
︑

小
学
生
が
死
亡
し
た
も
の
︒

　

同
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
で

は
︑
運
転
者
に
対
し
て
︑
特

 

「
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
型

の
物
流
革
新
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
」
実
現
を
目
指
し
て

「
自
動
物
流
道
路
の
あ
り
方
」

中
間
と
り
ま
と
め
を
公
表

　

国
土
交
通
省
は
７
月
25
日
︑

﹁
自
動
物
流
道
路
の
あ
り
方

　

中
間
と
り
ま
と
め
﹂
を
公

表
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
の
適
用

や
︑
担
い
手
不
足
な
ど
の
物

流
危
機
へ
の
対
応
︑
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
に
向
け
︑
新
た

な
物
流
形
態
と
し
て
︑
道
路

空
間
を
活
用
し
た
自
動
物
流

道
路
の
構
築
に
向
け
た
検
討

を
進
め
る
た
め
︑﹁
自
動
物

流
道
路
に
関
す
る
検
討
会
﹂

　

政
府
は
７
月
25
日
︑
第
５

回
﹁
我
が
国
の
物
流
の
革
新

に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
﹂

を
開
催
し
︑
令
和
５
年
６
月

に
決
定
し
た
﹁
物
流
革
新
に

向
け
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂

の
進
捗
状
況
と
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
た
︒

　

今
後
の
対
応
の
ポ
イ
ン
ト

は
別
掲
の
通
り
︒
同
報
告
を

踏
ま
え
︑
２
０
３
０
（
令
和

12
）
年
度
に
不
足
す
る
輸
送

力
34
％
を
補
う
こ
と
を
目
指

し
︑荷
待
ち
・
荷
役
の
削
減
︑

積
載
率
向
上
︑
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
︑
再
配
達
削
減
等
に
着

実
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め

の
必
要
な
施
策
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
︒

　

会
議
で
は
︑
岸
田
文
雄
内

閣
総
理
大
臣
が
﹁
物
流
は
︑

国
民
生
活
や
経
済
を
支
え
る

重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
︒
国

土
交
通
大
臣
を
中
心
に
政
府

一
丸
と
な
っ
て
対
処
し
︑
来

年
度
予
算
お
よ
び
秋
に
予
定

す
る
経
済
対
策
を
含
め
︑
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
に
立
っ
た
対
策

を
迅
速
に
講
じ
て
い
た
だ
き

た
い
﹂
と
︑
関
係
閣
僚
に
対

し
て
指
示
し
た
︒

「
価
格
交
渉
促
進
月

間
」
に
お
け
る
企
業
リ

ス
ト
を
公
表

「
積
極
的
に
価
格
交
渉
を
」

齋
藤
経
産
大
臣
述
べ
る

　

中
小
企
業
庁
は
８
月
２

日
︑価
格
交
渉
促
進
月
間（
２

０
２
４
年
３
月
）
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
調
査
の
結
果
と
し
て
︑

発
注
側
企
業
ご
と
の
受
注
者

中
小
企
業
か
ら
の
回
答
状
況

を
整
理
し
た

﹁
企
業
リ
ス

ト
﹂（
二
次
元

コ
ー
ド
）
を

公
表
し
た
︒

　

同
リ
ス
ト
は
︑
同
月
間
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
に
お
い

て
︑10
社
以
上
の
回
答
者
（
受

注
側
中
小
企
業
）
か
ら
﹁
主

要
な
取
引
先
﹂
と
し
て
挙
げ

ら
れ
た
発
注
者
企
業
２
９
０

社
に
お
け
る
︑
受
注
側
中
小

企
業
か
ら
の
価
格
交
渉
・
価

格
転
嫁
の
回
答
状
況
を
整
理

し
︑
リ
ス
ト
化
し
た
も
の
︒

そ
の
結
果
︑
住
宅
メ
ー
カ
ー

２
社
と
家
電
量
販
店
１
社
が

価
格
交
渉
へ
の
対
応
で
最
も

低
い
評
価
を
受
け
た
︒

　

齋
藤
健
経
済
産
業
大
臣
は

同
日
開
催
さ
れ
た
記
者
会
見

で
︑﹁
下
請
中
小
企
業
か
ら

の
評
価
が
芳
し
く
な
い
発
注

企
業
に
対
し
︑
事
業
所
管
大

臣
か
ら
︑
下
請
中
小
企
業
振

興
法
に
基
づ
き
取
引
方
針
の

改
善
を
求
め
る
﹃
指
導
・
助

言
﹄
を
実
施
す
る
︒
ま
た
︑

発
注
側
の
下
請
中
小
企
業

は
︑
賃
上
げ
原
資
を
確
保
す

る
た
め
に
も
︑
積
極
的
に
価

格
交
渉
を
行
う
こ
と
が
重
要

だ
﹂
と
述
べ
た
︒

今後の対応のポイント

1. 物流の効率化
　① 即効性のある設備投資や物流 DX・GX、

物流標準化やデータ連携の推進
　② 自動運転やドローン物流等のデジタル技

術を活用したサービスの実装加速
　③多様な輸送モードの活用推進
　④高速道路の利便性向上

2. 商慣行の見直し
　① 適正運賃収受や物流生産性向上のための

法改正等
　②「トラック G メン」の機能強化

3. 荷主・消費者の行動変容
　① ポイント還元実証事業等を通じた再配達

削減の仕組みの社会実装
　②「送料無料」表示の見直し

図１　自動物流道路のコンセプト
○ 持続可能で、賢く、安全な、全く新しいカーボンニュ

ートラル型の物流革新プラットフォーム
① 物流の全体最適化：需要平準化・標準化などのロジ

スティクス改革に貢献
② 物流モードのシームレスな連結：積替えバリアを解

消し、新しいモーダルシフトを実現
③ カーボンニュートラル：低炭素技術を導入し、環境

負荷を最小限に抑制等

表　補助事業の概要
⑴先進安全自動車（ASV）の導入に対する支援※１
①受付期間：令和 6 年 7 月 30 日～ 7 年 1 月 31 日
②補助対象装置等

補助対象装置 補助対象車両 補助率 補助限度額
衝突被害軽減ブレーキ
（歩行者検知機能付き）

車両総重量 3.5 トン超
のトラック

2
分
の
1

100,000 円
※２

車間距離制御装置＋車
線維持支援制御装置 トラック 100,000 円

ドライバー異常時対応
システム トラック 100,000 円

先進ライト トラック 100,000 円

側方衝突警報装置 車両総重量 3.5 トン超
のトラック 50,000 円

後側方接近車両注意喚
起装置

車両総重量 3.5 トン超
のトラック 50,000 円

アルコール・インター
ロック トラック 100,000 円

事故自動通報システム トラック

（後付け以外）
50,000 円
（後付け）
30,000 円

⑵運行管理の高度化に対する支援※１
①受付期間：6 年 7 月 30 日～ 7 年 1 月 31 日
② 補助対象機器：デジタル式運行記録計および映像記録型ドライブレコ

ーダーであって、国土交通大臣が選定したもの
③補助率：取得に要する経費の 3 分の 1
④補助限度額（機器 1 台あたり・詳細は申請ポータルサイトを参照）
　ア．デジタル式運行記録計
　　　車載器：2 万円　事務所用機器：10 万円
　イ．映像記録型ドライブレコーダー※３

　　　車載器：1 万円　事務所用機器：3 万円
　ウ．デジタル式運行記録計・映像記録型ドライブレコーダー一体型
　　　車載器：3 万円　事務所用機器：13 万円
　エ． デジタル式運行記録計・映像記録型ドライブレコーダー一体型（通

信機能を有する場合）
　　　車載器：8 万円　事務所用機器：13 万円
⑤  1 事業者あたりの上限額：80 万円（④エ．を取得する場合は 120 万

円※４。詳細は申請ポータルサイトを参照）

⑶過労運転防止のための先進的な取組に対する支援※１
①受付期間：6 年 7 月 30 日～ 7 年 1 月 31 日
②補助対象機器：下記の機器であって、国土交通大臣が選定したもの
　○ IT を活用した遠隔地における点呼機器（IT 点呼機器）
　○遠隔点呼機器
　○自動点呼機器
　○運行中における運転者の疲労状態を計測する機器
　○休息期間における運転者の睡眠状態等を測定する機器
　○運行中の運行管理機器
③補助率：取得に要する経費の 2 分の 1
④ 補助限度額：一部の機器に 1 台あたりの上限あり（詳細は申請ポータ

ルサイトを参照）
⑤ 1 事業者あたりの上限額：80 万円

⑷社内安全教育の実施に対する支援
①受付期間：6 年 7 月 30 日～ 7 年 1 月 31 日
② 補助対象コンサルティング：国土交通大臣が認定したコンサルティン

グメニュー
③補助率：コンサルティング活用に要する経費の 3 分の 1
④ 1 事業者あたりの上限額：100 万円
※１：令和 6 年 4 月 1 日以降に導入したものが補助対象となる
※２： トラクタに装着するものであって、当該トラクタとともにトレーラを導

入する場合の補助限度額は 150,000 円
※３：2 回以上申請する場合を除く

図２

流通経済大学で
全ト協推薦入試を実施

　物流関係の教育・研究に力を入れてい
る流通経済大学では、次代を担う物流
事業者の育成を目的として、全日本トラ
ック協会からの推薦入試（総合型選抜エ
ントリー型）を実施する。

▽ 募集学部：経済学部（経済学科、経
営学科）、共創社会学部（地域人間科
学科、国際文化ツーリズム学科）、流
通情報学部（流通情報学科）、法学部（法
律学科、自治行政学科）、スポーツ健
康科学部（スポーツ健康科学科、スポ
ーツコミュニケーション学科）

※ 出願方法や入試日程な
どの詳細は、全ト協ホ
ームページ（二次元コー
ド）を参照。

第13回「運輸安全マネジメント普及・啓発推
進協議会」（令和６年７月24日、国土交通省）

岸
田
総
理
が
物
流
対
策
の　
　

　
　
　
一
層
の
迅
速
化
を
指
示

第
５
回
「
我
が
国
の
物
流
の
革
新
に
関
す
る

関
係
閣
僚
会
議
」



（第3種郵便物認可）（5） 令和6年（2024年）8月10日 第2244号

～歩行者保護編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	 	道路外の施設に入るため、やむを得ず歩道や路側帯を横断するときは、
歩道や路側帯に入る直前で一時停止しなければならない。（	○・×	）

❷	 	横断歩道に近づいたとき、横断する人がいるかいないか明らかでないと
きは、そのまま進行することができる。（	○・×	）

❸	 	横断歩道の手前の直前で停止している車両がある場合、その車両の側方
を通過してその前方に出ようとするときは徐行する。（	○・×	）

❹	 	安全地帯の側方を通過する場合は、歩行者の有無にかかわらず徐行しな
ければならない。（	○・×	）

❺	 	踏切内では、歩行者や対向車に注意しながら、落輪に気をつけ左端を
通行する。（	○・×	）

（解答は7面）

　

労
働
基
準
法
お
よ
び
自
動

車
運
転
者
の
労
働
時
間
等
の

改
善
の
た
め
の
基
準
（
改
善

基
準
告
示
）
の
改
正
は
︑
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
働
き

方
改
革
に
寄
与
す
る
一
方
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
短

縮
に
伴
う
輸
送
能
力
の
不
足

は
﹁
物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
﹂
と
し
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
だ
け
で
な
く
︑
全
国

民
に
影
響
を
与
え
る
ほ
ど
の

大
き
な
問
題
と
な
っ
た
︒
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
内
部
で
も
︑

単
な
る
労
務
問
題
に
と
ど
ま

ら
ず
︑
企
業
の
存
続
に
関
わ

る
問
題
と
し
て
︑
経
営
全
体

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
︒

　

そ
の
影
響
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
の
恒
常
的
な
問
題

で
あ
る
人
材
不
足
に
拍
車
を

か
け
る
こ
と
と
も
な
っ
た
︒

そ
の
例
と
し
て
︑
昨
今
で
は

﹁
人
手
不
足
倒
産
﹂
と
い
う

今
ま
で
は
み
ら
れ
な
か
っ
た

事
象
も
現
れ
︑
労
務
管
理
が

企
業
経
営
に
対
し
て
ダ
イ
レ

ク
ト
に
影
響
を
与
え
る
こ
と

も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
︒

　

改
善
基
準
告
示
改
正
に
よ

り
新
た
に
定
め
ら
れ
た
労
務

管
理
の
具
体
的
な
数
字
は
︑

別
掲
の
通
り
だ
が
︑
令
和
６

年
３
月
ま
で
の
基
準
と
比
較

す
る
と
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労

働
時
間
の
削
減
を
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

　

出
来
高
制
（
以
下
︑
一
般

的
な
名
称
を
使
い
︑﹁
歩
合

給
制
﹂
と
す
る
）
に
よ
る
賃

金
体
系
は
︑
最
近
拡
が
り
を

み
せ
て
お
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

　

月
給
制
の
場
合
︑
毎
月
一

定
の
金
額
の
給
与
が
支
給
さ

れ
る
た
め
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
と

し
て
は
安
心
感
が
あ
る
︒
企

業
と
し
て
は
︑
所
定
労
働
日

数
が
少
な
く
な
っ
た
場
合
に
︑

少
し
人
件
費
が
割
高
に
感
じ

る
か
も
し
れ
な
い
が
︑
年
間

の
平
均
所
定
労
働
日
数
を
基

準
と
し
て
月
額
を
設
定
す
れ

ば
問
題
は
な
く
な
る
は
ず
で

あ
る
︒
月
給
制
の
場
合
︑
併

せ
て
固
定
残
業
制
を
導
入
す

る
こ
と
も
多
い
︒
ド
ラ
イ
バ

ー
か
ら
す
る
と
一
定
の
残
業

代
を
保
証
さ
れ
て
い
る
の
で
︑

閑
散
期
に
お
い
て
も
一
定
の

時
間
外
手
当
が
受
け
取
れ
る

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
︒

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
場
合
︑

一
定
の
時
間
外
労
働
が
発
生

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の

で
︑固
定
残
業
制
の
導
入
も
︑

比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る

と
考
え
ら
れ
る
︒

　

た
だ
︑
固
定
残
業
制
の
導

入
に
は
︑
固
定
残
業
に
含
ま

れ
る
時
間
外
労
働
時
間
数
を

規
定
す
る
こ
と
︑
規
定
し
た

時
間
外
労
働
時
間
数
を
超
え

た
場
合
に
は
追
加
で
時
間
外

手
当
を
支
給
す
る
こ
と
な

ど
︑
押
さ
え
て
お
く
べ
き
ポ

イ
ン
ト
が
あ
り
︑
こ
れ
ら
の

点
を
怠
っ
て
し
ま
う
と
︑
固

定
残
業
制
を
否
定
さ
れ
か
ね

な
い
の
で
注
意
が
必
要
で
あ

る
︒

　

ま
た
︑
固
定
残
業
制
を
導

入
し
て
い
る
企
業
で
は
︑
時

間
管
理
が
ル
ー
ズ
に
な
り
が

ち
で
あ
る
︒
こ
れ
は
︑
固
定

残
業
制
を
採
用
し
て
い
れ
ば
︑

﹁
追
加
の
残
業
代
を
払
わ
な

く
て
よ
い
=
時
間
管
理
を
し

な
く
て
も
よ
い
﹂
と
考
え
て

し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
原
因

の
場
合
が
あ
る
︒
固
定
残
業

制
を
導
入
し
て
い
る
場
合
で

も
時
間
管
理
は
必
要
で
あ

る
︒
規
定
し
た
時
間
を
超
え

た
残
業
を
行
っ
た
場
合
に
は
︑

追
加
で
時
間
外
手
当
の
支
給

が
必
要
で
あ
る
︒

　

時
間
外
労
働
の
削
減
の
た

め
に
は
︑
適
正
に
時
間
外
労

働
時
間
数
を
管
理
・
把
握
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
︑
そ

れ
に
基
づ
い
た
時
間
外
手
当

を
︑
法
令
や
就
業
規
則
に
基

づ
い
て
適
正
に
支
給
す
る
こ

と
が
近
道
で
あ
る
︒

な
い
︒

　

一
方
で
︑
時
間
外
労
働
時

間
が
削
減
さ
れ
る
と
ド
ラ
イ

バ
ー
の
給
与
総
額
が
減
少
し

て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
︒

給
与
手
取
り
額
の
減
少
は
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
生
活
に
直
結

し
︑
退
職
に
も
繋
が
り
か
ね

な
い
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
に
長
く
︑
安

心
し
て
働
い
て
も
ら
う
た
め

に
は
︑
賃
金
制
度
を
工
夫
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
︒

　

日
給
制
の
給
与
は
計
算
が

簡
単
で
あ
り
︑
説
明
も
し
や

す
い
が
︑
所
定
労
働
日
数
が

少
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
︑

給
与
額
が
少
な
く
な
り
︑
安

定
し
た
給
与
が
支
給
さ
れ
る

か
と
い
う
と
疑
問
符
が
つ
く
︒

　

ま
た
︑
法
定
労
働
時
間
を

超
え
た
割
増
賃
金
の
計
算
に

つ
い
て
は
︑
特
に
週
の
法
定

労
働
時
間
を
超
え
た
６
日
目

の
勤
務
（
一
般
的
に
は
土
曜

日
勤
務
）
の
割
増
賃
金
が
適

正
に
払
わ
れ
て
い
な
い
場
合

が
多
い
な
ど
︑
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
面
か
ら
も
︑
リ
ス

ク
が
残
る
︒

送
事
業
者
か
ら
の
﹁
歩
合
給

制
を
導
入
し
た
い
﹂
と
の
相

談
事
例
が
増
え
て
い
る
︒
歩

合
給
制
と
は
︑
売
上
歩
合
で

あ
っ
て
︑
各
ド
ラ
イ
バ
ー
の

売
上
に
歩
合
給
率
を
掛
け
て

支
給
す
る
方
法
で
あ
る
︒

　

歩
合
給
制
を
採
用
す
る

と
︑
割
増
賃
金
の
支
払
い
に

際
し
て
は
︑
そ
の
賃
金
に
︑

基
本
部
分
（
よ
く
い
う
割
増

１
・
25
の
﹁
１
﹂
部
分
）
は

含
ま
れ
て
い
る
と
し
て
計
算

を
行
う
の
で
︑
割
増
賃
金
と

し
て
支
給
さ
れ
る
金
額
は
︑

﹁
０
・
25
﹂
部
分
の
み
と
な

　

次
に
﹁
人
事
評
価
制
度
﹂

に
つ
い
て
で
あ
る
が
︑
同
制

度
は
︑
会
社
が
従
業
員
の
能

力
な
ど
を
文
字
通
り
評
価

し
︑
そ
の
評
価
を
従
業
員
の

給
与
の
決
定
や
昇
進
な
ど
に

活
用
す
る
も
の
で
あ
る
︒
人

事
評
価
制
度
と
い
う
と
︑
複

雑
な
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
し
が

ち
で
あ
る
が
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
に
お
い
て
評
価
制

度
を
導
入
し
よ
う
と
し
た
場

合
︑一
番
重
要
な
こ
と
は
︑﹁
評

価
制
度
に
対
し
て
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
も
含
め
た
従
業
員
全
員

が
理
解
で
き
る
こ
と
﹂
で
あ

る
︒
理
解
を
得
る
た
め
の
工

夫
と
し
て
は
︑
評
価
制
度
は

シ
ン
プ
ル
な
も
の
と
す
る
こ

と
が
近
道
で
あ
る
︒

　

例
え
ば
︑﹁
無
事
故
手
当
﹂

と
い
う
手
当
を
採
用
し
て
い

る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
は

多
い
と
思
う
が
︑
こ
の
﹁
無

事
故
﹂
で
あ
る
と
い
う
こ
と

も
︑
立
派
な
評
価
対
象
で
あ

り
︑
多
く
の
会
社
で
も
導
入

し
や
す
い
手
当
で
あ
る
と
い

え
る
︒
さ
ら
に
は
︑﹁
事
故

の
削
減
﹂
と
い
う
︑
人
事
評

価
か
ら
得
ら
れ
る
プ
ラ
ス
の

効
果
も
期
待
で
き
る
︒

　

そ
れ
以
外
に
も
︑﹁
遅
刻

・
欠
勤
﹂︑﹁
担
当
車
両
の
４

Ｓ
を
実
施
し
て
い
る
か
﹂︑

﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
教
育
に
き
ち

ん
と
出
席
し
て
い
る
か
﹂︑﹁
送

り
状
の
紛
失
は
な
い
か
﹂
な

ど
︑
分
か
り
や
す
い
評
価
項

目
で
人
事
評
価
を
行
う
こ
と

で
︑理
解
を
得
や
す
く
な
る
︒

ま
た
人
事
評
価
制
度
は
︑
公

平
に
評
価
の
説
明
が
で
き
る

る
︒
歩
合
給
制
は
︑
割
増
賃

金
の
抑
制
に
効
果
的
な
方
法

で
あ
る
が
︑
決
し
て
労
働
時

間
管
理
が
不
要
と
な
る
制
度

で
は
な
く
︑
ま
た
０
・
25
の

み
と
は
い
え
︑
割
増
賃
金
の

支
払
い
は
必
要
と
な
る
︒

　

ま
た
︑
売
上
歩
合
に
お
い

て
は
︑
売
上
に
直
結
し
な
い

仕
事
（
洗
車
︑
整
備
︑
担
当

車
両
以
外
の
業
務
な
ど
）
を

ド
ラ
イ
バ
ー
が
敬
遠
す
る
よ

う
に
な
る
と
い
う
傾
向
が
あ

る
︒
さ
ら
に
︑（
本
稿
を
執

筆
時
点
で
は
判
決
が
確
定
し

て
い
な
い
が
）︑
そ
も
そ
も
自

分
自
身
の
売
上
を
︑
自
分
の

才
覚
や
努
力
で
増
減
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
な
い
中
で
の
歩

合
給
制
を
否
定
す
る
判
決
も

出
て
お
り
︑
導
入
に
あ
た
っ

て
は
︑
会
社
の
実
情
と
の
す

り
合
わ
せ
を
よ
く
検
討
し
な

が
ら
行
う
べ
き
で
あ
る
︒

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

先
ほ
ど
の
無
事
故
手
当
を
例

に
す
る
と
︑
評
価
の
対
象
と

な
る
﹁
無
事
故
﹂
と
は
何
を

指
す
の
か
（
逆
に
と
ら
え
る

と
︑﹁
事
故
﹂
と
は
何
を
指

す
の
か
）
を
あ
ら
か
じ
め
決

め
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
︒
交
通
事
故
で
も
第
２
当

事
者
の
事
故
は
ど
の
よ
う
に

　

人
事
評
価
制
度
を
踏
ま
え

た
新
た
な
賃
金
制
度
の
導
入

に
あ
た
っ
て
は
︑
ど
う
し
て

も
各
人
ご
と
に
給
与
が
上
昇

す
る
ケ
ー
ス
や
︑
下
降
す
る

ケ
ー
ス
が
発
生
す
る
場
合
が

あ
る
︒
導
入
に
あ
た
っ
て
は
︑

新
旧
の
給
与
の
差
額
を
試
算

し
た
上
で
︑
下
降
す
る
者
が

い
る
以
上
︑
当
該
ド
ラ
イ
バ

ー
に
対
し
て
十
分
な
説
明
お

よ
び
同
意
を
得
る
こ
と
が
必

要
と
な
る
︒

取
り
扱
う
か
︑
貨
物
の
損
傷

は
事
故
と
し
て
取
り
扱
う
の

か
︑
ま
た
︑
一
般
的
に
は
事

故
と
は
呼
ば
な
い
︑
顧
客
か

ら
の
ク
レ
ー
ム
（
重
大
な
も

の
）
は
事
故
と
し
て
取
り
扱

う
の
か
な
ど
を
事
前
に
規
定

し
︑
就
業
規
則
に
ル
ー
ル
化

し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
︒

　

給
与
の
変
更
は
や
は
り
ド

ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
は
不
安

な
こ
と
で
あ
り
︑
そ
の
不
安

を
取
り
除
い
て
あ
げ
る
こ
と

も
会
社
側
の
責
任
で
あ
る
︒

そ
の
た
め
に
︑
新
旧
の
給
与

の
並
行
稼
働
期
間
を
設
定

し
︑
新
旧
両
方
の
計
算
を
行

っ
た
上
で
︑
旧
体
系
の
ほ
う

が
給
与
額
が
高
い
場
合
に

は
︑
調
整
手
当
を
支
給
す
る

な
ど
︑
緩
衝
期
間
を
設
け
る

こ
と
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
理

解
を
得
や
す
く
な
る
の
で
︑

検
討
が
必
要
で
あ
る
︒

全
国
社
会
保
険
労
務
士
会
連
合
会
　
働
き
方
改
革
推
進
特
別
委
員
会
委
員
　
社
会
保
険
労
務
士
　
先
山
　
真
吾
氏

全
国
社
会
保
険
労
務
士
会
連
合
会
　
働
き
方
改
革
推
進
特
別
委
員
会
委
員
　
社
会
保
険
労
務
士
　
先
山
　
真
吾
氏

寄
稿
②

は
じ
め
に

お
わ
り
に

　

こ
の
４
月
か
ら
自
動
車
運
転
者
の
時
間

外
労
働
上
限
規
制（
年
９
６
０
時
間
）と
︑

改
正
﹁
自
動
車
運
転
者
の
労
働
時
間
等
の

改
善
の
た
め
の
基
準
﹂（
改
善
基
準
告
示
）

が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
︒
い
わ
ゆ
る
﹁
物

流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹂
へ
の
対
応
に
つ

い
て
︑
前
号
か
ら
︑
３
回
に
わ
た
り
﹁
労

働
時
間
管
理
方
法
﹂︑﹁
賃
金
制
度
・
評
価

制
度
﹂︑﹁
人
材
確
保
・
採
用
対
策
﹂
を
テ

ー
マ
に
︑
全
国
社
会
保
険
労
務
士
会
連
合

会
働
き
方
改
革
推
進
特
別
委
員
会
委
員
に

よ
る
特
別
寄
稿
を
連
載
し
て
い
ま
す
︒

　

２
回
目
の
今
回
は
︑﹁
時
間
外
労
働
削

減
に
対
応
し
︑
か
つ
長
く
働
き
続
け
ら
れ

る
賃
金
制
度
や
評
価
制
度
の
設
計
﹂
に
つ

い
て
︑
社
会
保
険
労
務
士
の
先
山
真
吾
氏

に
寄
稿
い
た
だ
き
ま
す
︒

公
平
で
分
か
り
や
す
い
制
度
設
計
と

公
平
で
分
か
り
や
す
い
制
度
設
計
と

十
分
な
説
明
と
同
意
を
得
る
こ
と
が
重
要
に

十
分
な
説
明
と
同
意
を
得
る
こ
と
が
重
要
に

改
正
改
善
基
準
告
示
と
労
務
管
理

改正改善基準告示のポイント （出典：厚生労働省・国土交通省「トラック運転者の改善基準告示が改正されます！」チラシ）
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合
の
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点

月
給
制
・
固
定
残
業
制
の
場
合
の
注
意
点

時
間
外
労
働
削
減
に
対
応
し
、
か
つ
長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
賃
金
制
度
や
評
価
制
度
の
設
計

時
間
外
労
働
削
減
に
対
応
し
、
か
つ
長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
賃
金
制
度
や
評
価
制
度
の
設
計

歩
合
給
制
の
場
合
の
注
意
点

歩
合
給
制
の
場
合
の
注
意
点
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事
評
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制
度
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構
築
が
課
題
解
決
の
カ
ギ

人
事
評
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制
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構
築
が
課
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解
決
の
カ
ギ
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㈲
西
阿
運
送
（
遠
藤
圭
介

代
表
取
締
役
社
長
）
は
︑
四

国
内
か
ら
関
西
・
中
国
地
方

や
関
東
地
方
な
ど
に
ス
チ
ー

ル
サ
ッ
シ
や
住
宅
資
材
な
ど

を
輸
送
し
て
い
る
運
送
会
社

で
あ
る
︒

　
﹁
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹂
推
進

運
動
に
取
り
組
む
以
前
の
同

社
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時

間
労
働
が
常
態
化
し
て
い
る

状
況
だ
っ
た
と
い
う
︒
令
和

２
年
に
同
社
の
社
長
に
就
任

し
た
遠
藤
社
長
は
︑﹁
当
社

の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
よ
う
な
働

き
方
は
︑
と
て
も
自
分
に
は

で
き
な
い
﹂
と
考
え
︑
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
従
業
員
が
健

康
で
定
年
ま
で
退
職
せ
ず
に

働
く
こ
と
が
で
き
る
会
社
に

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か

検
討
を
始
め
た
︒
平
成
31
年

４
月
に
改
正
労
働
基
準
法
が

施
行
さ
れ
︑
令
和
２
年
４
月

か
ら
中
小
企
業
に
対
し
︑
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
︒

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

し
て
は
︑
上
限
規
制
の
適
用

じ
て
労
働
環
境
の
改
善
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
絶
好
の
機

会
と
考
え
︑
同
運
動
に
賛
同

し
︑﹁
自
主
行
動
宣
言
﹂
を

策
定
し
た
︒

　

２
年
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

に
伴
い
︑
同
社
の
輸
送
量
が

大
幅
に
減
少
し
た
︒
遠
藤
社

長
は
︑
コ
ロ
ナ
禍
で
時
間
的

な
余
裕
が
で
き
た
た
め
︑
将

来
を
見
据
え
︑
社
内
体
制
の

改
善
を
進
め
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
働
き
方
改
革
へ
の
取
り
組

み
を
加
速
さ
せ
た
︒

　

自
主
行
動
宣
言
に
基
づ
く

取
り
組
み
や
コ
ロ
ナ
禍
で
の

社
内
改
革
の
結
果
︑
今
年
４

月
の
適
用
に
先
立
ち
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
の
時
間
外
労
働
時
間

を
年
９
６
０
時
間
以
下
に
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
た
︒

各
地
の
工
事
現
場
な
ど
に
輸

送
し
て
い
る
が
︑
か
つ
て
は

発
荷
主
か
ら
の
出
荷
情
報
が

共
有
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た

め
︑
発
荷
主
先
で
の
積
み
込

み
待
ち
が
多
く
発
生
し
て
い

た
と
い
う
︒
そ
こ
で
︑
同
社

で
は
発
荷
主
と
交
渉
を
行

い
︑
大
幅
な
出
荷
量
の
変
更

に
よ
り
発
荷
主
先
で
の
積
み

込
み
待
ち
が
発
生
し
そ
う
な

場
合
に
は
事
前
に
連
絡
を
受

境
改
善
に
繋
げ
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
︑
保
有
車
両
す

べ
て
に
デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ

（
デ
ジ
タ
コ
）
を
搭
載
さ
せ

て
い
る
ほ
か
︑
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ

る
動
態
管
理
も
実
施
し
て
い

る
︒
同
社
の
運
行
管
理
者
は
︑

デ
ジ
タ
コ
の
デ
ー
タ
を
基
に

各
ド
ラ
イ
バ
ー
の
１
か
月
の

拘
束
時
間
の
累
計
を
計
算
・

管
理
し
た

上
で
配
車

を
組
む
よ

う
に
し
て

い
る
︒
ま

た
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
に

対
し
て
も

１
か
月
当

た
り
の
累

計
拘
束
時

間
を
共
有

し
て
い
る

と
い
う
︒

　

高
速
道

路
の
利
用

に
関
し
て

は
︑
四
国

内
の
輸
送

け
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
出
発
時

間
を
遅
く
す
る
な
ど
の
対
応

を
取
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
拘

束
時
間
削
減
に
繋
げ
て
い

る
︒
ま
た
︑
輸
送
先
の
工
事

現
場
に
い
る
着
荷
主
の
担
当

者
と
も
連
絡
を
密
に
取
り
︑

荷
卸
し
場
所
の
確
保
と
荷
卸

し
待
ち
時
間
の
削
減
を
図
っ

て
い
る
︒

③
集
荷
先
や
配
送
先
の
集
約

　

同
社
で
は
元
年
12
月
︑
本

社
営
業
所
の
敷
地
内
に
配
送

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
︒

　

同
社
は
︑
徳
島
県
内
に
製

造
拠
点
を
置
く
サ
ッ
シ
メ
ー

カ
ー
の
他
に
︑
香
川
県
に
製

造
拠
点
を
置
く
別
の
メ
ー
カ

ー
と
も
取
引
を
し
て
お
り
︑

に
つ
い
て
は
１
か
月
当
た
り

の
累
計
拘
束
時
間
が
多
く
な

っ
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し

て
高
速
道
路
の
利
用
を
指
示

し
︑
拘
束
時
間
の
増
加
を
抑

え
て
い
る
︒
ま
た
︑
四
国
外

の
輸
送
に
関
し
て
は
基
本
的

に
高
速
道
路
利
用
を
前
提
と

し
て
い
る
︒
な
お
︑
拘
束
時

間
の
上
限
に
達
し
そ
う
な
ド

ラ
イ
バ
ー
に
つ
い
て
は
長
距

離
運
行
を
担
当
さ
せ
ず
︑
四

国
内
で
の
輸
送
に
つ
い
て
も

ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
︒
ド

ラ
イ
バ
ー
の
残
り
の
拘
束
時

間
に
よ
っ
て
担
当
す
る
配
送

コ
ー
ス
が
変
更
に
な
る
こ
と

か
ら
︑
同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー

は
四
国
内
で
の
配
送
や
長
距

離
輸
送
な
ど
様
々
な
配
送
コ

ー
ス
に
対
応
で
き
る
よ
う
︑

業
務
を
標
準
化
し
︑
輸
送
力

　
﹁
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹂
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
よ

り
実
効
性
あ
る
も
の
と
す
る

た
め
に
は
︑
荷
主
と
の
交
渉

を
積
み
重
ね
︑
荷
主
の
理
解

を
得
て
い
く
必
要
が
あ
る
︒

　

同
社
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド

が
５
年
間
猶
予
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
も
の
の
︑
長
時
間

労
働
改
善
へ
の
取
り
組
み
は

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
た
︒
そ

の
よ
う
な
中
︑
同
時
期
に
地

元
の
徳
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
湯
浅
恭
介
会
長
）
か
ら
︑

﹁
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹂
推
進
運

動
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
受

け
た
︒
同
運
動
は
物
流
効
率

化
に
よ
り
持
続
可
能
な
物
流

の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
︑

同
社
は
﹁
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹂

推
進
運
動
の
取
り
組
み
を
通

　

政
府
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
と

荷
主
企
業
が
相
互
に
協
力
し
て
、
物
流

を
改
善
さ
せ
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
と

し
て
、「﹃
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹄
推
進
運
動
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

本
企
画
で
は
、
会
員
事
業
者
に
よ
る

「﹃
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹄
推
進
運
動
」
の

取
り
組
み
事
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
㈲
西
阿
運
送
（
徳
島
県
美

馬
市
）
に
お
け
る
取
り
組
み
で
す
。

第
６
回　

有
限
会
社
西
阿
運
送
（
徳
島
県
美
馬
市
）

「
ホ
ワ
イ
ト
物
流
」
推
進
運
動
特
集

持
続
可
能
な
物
流
の
実
現
を
目
指
し
て

持
続
可
能
な
物
流
の
実
現
を
目
指
し
て

コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
物
流
効
率
化
に
挑
戦

コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
物
流
効
率
化
に
挑
戦

荷
主
の
理
解
を
得
な
が
ら
労
働
環
境
を
改
善

荷
主
の
理
解
を
得
な
が
ら
労
働
環
境
を
改
善

確
保
に
繋
げ
て
い
る
︒

⑥
荷
役
作
業
時
の
安
全
対
策

　

同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑

８
割
以
上
が
業
界
未
経
験
で

の
採
用
と
な
っ
て
い
る
︒
そ
の

た
め
︑
荷
役
作
業
時
に
お
け

る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
と
い

う
観
点
か
ら
︑
十
分
な
安
全

対
策
と
指
導
教
育
を
行
っ
て

い
る
︒

　

作
業
に
お
け
る
責
任
者
を

配
置
し
て
お
り
︑
責
任
者
の

監
視
・
指
導
の
下
で
荷
役
作

業
を
実
施
す
る
よ
う
に
し
て

い
る
︒
ま
た
︑
指
導
教
育
に

関
し
て
は
︑﹁
安
全
対
策
会

議
﹂
の
開
催
を
通
じ
て
安
全

確
保
の
た
め
の
具
体
的
事
例

研
究
を
実
施
し
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
と
倉
庫
作
業
員
全
員
が
共

有
し
て
い
る
︒

ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
時
間
外

労
働
上
限
規
制
が
適
用
さ

れ
︑
輸
送
能
力
が
不
足
す
る

可
能
性
が
あ
る
﹁
物
流
の
２

０
２
４
年
問
題
﹂
を
目
前
に

控
え
た
５
年
11
月
以
降
︑
同

問
題
に
よ
る
影
響
と
持
続
的

ド
ラ
イ
バ
ー
は
各
拠
点
で
の

集
荷
後
に
運
行
に
出
る
と
い

う
非
効
率
な
状
況
と
な
っ
て

い
た
︒
そ
の
た
め
︑
同
社
独

自
の
配
送
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
︑
徳
島
県
の
メ
ー
カ
ー
の

製
品
と
香
川
県
の
メ
ー
カ
ー

の
製
品
を
一
旦
配
送
セ
ン
タ

ー
に
入
庫
し
た
上
で
輸
送
す

る
よ
う
に
変
え
た
こ
と
で
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
集
荷
に
要
す

る
時
間
が
大
幅
に
削
減
さ
れ

た
︒
ま
た
︑
配
送
セ
ン
タ
ー

で
は
製
品
ご
と
の
特
性
を
理

解
し
た
上
で
の
管
理
を
実

施
︒
同
社
の
倉
庫
作
業
員
が

丁
寧
に
積
込
・
荷
締
め
作
業

を
行
う
こ
と
で
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
荷
役
作
業
負
担
の
軽
減

と
荷
待
ち
時
間
の
削
減
︑
さ

ら
に
輸
送
品
質
の
向
上
に
繋

が
っ
て
い
る
︒

　

同
社
が
策
定
し
た
自
主
行

動
宣
言
は
︑
表
の
通
り
で
あ

る
︒

①
物
流
の
改
善
提
案
と
協
力

　

同
社
で
は
４
㌧
平
ボ
デ
ー

車
な
ど
で
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ

を
輸
送
し
て
い
る
が
︑
ス
チ

ー
ル
サ
ッ
シ
は
設
置
場
所
に

よ
り
形
状
が
異
な
る
た
め
︑

積
載
効
率
向
上
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
た
︒

　

そ
こ
で
同
社
で
は
︑
車
両

に
専
用
の
フ
レ
ー
ム
（
写
真

㊨
）
を
取
り
付
け
︑
フ
レ
ー

ム
に
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
を
立

て
か
け
て
積
載
す
る
こ
と
で

多
く
の
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
を

効
率
よ
く
運
べ
る
よ
う
に
し

た
︒

②
発
荷
主
か
ら
の
入
出
荷
情

報
等
の
事
前
提
供

　

同
社
で
は
︑
発
荷
主
で
あ

る
サ
ッ
シ
メ
ー
カ
ー
か
ら
預

か
っ
た
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
を
︑

④
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
延
長

⑤
高
速
道
路
の
利
用

　

同
社
で
は
荷
主
メ
ー
カ
ー

の
理
解
を
得
た
上
で
︑
配
送

距
離
に
合
わ
せ
た
リ
ー
ド
タ

イ
ム
の
延
長
を
実
施
︒
徳
島

か
ら
関
東
な
ど
へ
の
長
距
離

輸
送
を
基
本
的
に
翌
々
日
着

（
中
１
日
運
行
）
に
す
る
な

ど
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環

車
両
装
備
を
工
夫
し
て
積
載
効
率
を
ア
ッ
プ

配
送
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
集
荷
先
を
集
約

「
２
０
２
４
年
問
題
」
説
明
資
料
を
独
自
作
成

荷
主
の
理
解
を
促
し
て
運
賃
引
上
げ
を
実
現

時
間
外
労
働
上
限
規
制
適
用
を
視
野
に
入
れ

「
健
康
で
定
年
ま
で
働
け
る
」
職
場
環
境
づ
く
り
に
着
手令和元年12月に、本社営業所の敷地内に配送センターを開設。集荷先を集約したことで、ドライバーの拘束時間減に

繋がった

デ
ジ
タ
コ
デ
ー
タ
を
基
に
労
働
時
間
管
理
を
徹
底

業
務
標
準
化
を
進
め
輸
送
力
確
保
に
繋
げ
る

遠藤　圭介
代表取締役社長

企業プロフィール
社名	 ㈲西阿運送
本社所在地	 徳島県美馬市脇町大字脇町字大堀
　　　　　　761-4
代表者	 代表取締役社長　遠藤　圭介
設　立	 昭和36年7月28日
資本金	 1,000万円
従業員数	 76人（うちドライバー68人）
車両数	 77台

表　自主行動宣言：同社の取り組み項目・内容

取り組み項目 取り組み内容

物流の改善提案と協力
車両装備の工夫による積載効率の上昇と、出荷時
間や出荷順の交渉により、労働時間の削減を行う。

発荷主からの
入出荷情報等の事前提供

出荷情報の提供により、効率の良い配送計画を立
て、輸送の効率化と労働時間の削減を行う。

集荷先や配送先の集約
自社倉庫や近隣の借り倉庫を活用し集荷の効率を
上げることで、輸送の効率化と労働時間の削減を
行う。

リードタイムの延長
取引先と交渉を行い、配送距離に合わせたリード
タイムの延長を行うことで、法令を遵守する。

高速道路の利用
四国島外の配送では基本的に高速道路を利用、四
国島内の配送については距離と時間に合わせて利
用を行う。

荷役作業時の安全対策
荷主事業者と協力し、十分な安全対策と指導教育
を行う。

平
ボ
デ
ー
車
の
荷
台
に
は
専
用
の
フ

レ
ー
ム
（
矢
印
）
を
取
り
付
け
て
い
る

フ
レ
ー
ム
に
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
を
立

て
か
け
て
積
載
す
る
こ
と
で
、積
載
効

率
が
向
上
し
た

配
送
セ
ン
タ
ー
で
は
同
社
の
倉
庫
作

業
員
が
丁
寧
に
積
込
・
荷
締
め
作
業
を

行
っ
て
い
る

デ
ジ
タ
コ
の
デ
ー
タ
を
基
に
各
ド
ラ
イ
バ
ー
の
１
か
月
間
の

拘
束
時
間
の
累
計
を
計
算
・
管
理
し
た
上
で
、
配
車
を
組
ん
で

い
る
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法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜歩行者保護編〜
	 【解 答】5面に問題

❶	○（法第17条第2項）道路外の施
設に入るため、やむを得ず歩道や路
側帯を横断するときは、一時停止し
なければならない。かつ、歩行者の
通行を妨げないようにしなければ
ならない。
❷	×（法第38条第1項）横断歩道
に接近する場合には、横断しようと
する歩行者又は自転車がないこと
が明らかな場合を除き、当該横断
歩道等の直前で停止することができ
るような速度で進行しなければなら
ない。この場合において、横断し、
又は横断しようとする歩行者等があ
るときは、当該横断歩道等の直前で
一時停止し、かつ、その通行を妨げ

ないようにしなければならない。
❸	×（法第38条第2項）横断歩道又
はその手前の直前で停止している
車両等がある場合において、当該停
止している車両等の側方を通過して
その前方に出ようとするときは、そ
の前方に出る前に一時停止しなけ
ればならない。
❹	×（法第71条第3号）安全地帯の
側方を通過する場合において、当該
安全地帯に歩行者がいるときは徐
行することと定められている。
❺	×（教則第６章第１節	踏切1-5）
踏切内では、歩行者や対向車に注意
しながら、落輪しないようにやや中
央寄りを通行する。

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①前方左側に路地がみえます。この場面では、まず路地か
ら出てくる自転車（電動キックボード）や歩行者の飛び
出しを予測しておきましょう。路地から出てくる自転車
や歩行者は「車が止まってくれるだろう」と考え、一時停
止や安全確認をせずに飛び出してくることがあります。
安易に走行していると、衝突する危険があります。交差
する路地を通過する時は、安全確認をしっかり行い、慎
重に通過しましょう。自転車や歩行者が接近している時
は、一時停止して先に行かせてあげてください。

②人出の多い場所であることから、タクシーが客を乗せる
ため停止することが予想できます。漫然と車間距離を
詰めて走行していると、タクシーの停車に対応できず
追突する危険があります。人通りの多い場所でタクシー
に追従する時は、客を乗せようとして急減速、急停止す
ることを予測して、車間距離を大きくとって走行しましょ
う。

③前方に横断歩道があることから「歩行者は横断歩道を
渡るだろう」と考え、漫然と運転していると、道路を横断
してきた歩行者を見落とし、衝突する危険があります。
観光地では「早く目的地に着きたい」「バスや電車の時
間に遅れそう」などの理由から、横断歩道外横断をして
くる歩行者が少なくありません。また、ながらスマホの

①手前の路地から出てきた自転車等と衝突する
危険があります（図１）。
②客を乗車させようとして停止したタクシーに
追突する危険があります（図2）。
③道路を横断してきた歩行者と衝突する危険が
あります（図3）。

　あなたは夏休み中のため多くの人で
賑わう観光地の道路をタクシーに追従
しながら走行しています。前方左には路
地がみえます。この場面にはどのような
危険がありますか。また、危険を避ける
ためにはどのような運転をすればよい
でしょうか。考えてみましょう。

図１

図２

図３

歩行者は、車の接近に気づかず道路を横断して
くることもあります。夏休み中の観光地を走行す
る時は、常に周囲の状況に対する危険を予測す
るとともに、安全確認を忘れないでください。

TAXI

TAXI

TAXI

の
成
長
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
︑
次
の
点
に
取
り
組

む
運
動
で
す
︒

①
ト
ラ
ッ
ク
運
送
の
生
産
性

の
向
上
・
物
流
の
効
率
化

　
﹁
運
送
事
業
は
人
が
命
で

す
︒
当
社
を
︑
従
業
員
が
誇

り
を
も
ち
な
が
ら
働
く
こ
と

の
で
き
る
職
場
に
し
て
い
く

　
﹁
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹂
推
進

運
動
は
︑
深
刻
化
が
続
く
ト

ラ
ッ
ク
運
転
者
不
足
に
対
応

し
︑
国
民
生
活
や
産
業
活
動

に
必
要
な
物
流
を
安
定
的
に

確
保
す
る
と
と
も
に
︑
経
済

　

自
主
行
動
宣
言
の
提
出
は

随
時
可
能
で
す
が
︑
で
き
る

だ
け
早
く
取
り
組
み
を
進
め

る
こ
と
が
重
要
で
す
の
で
︑

ま
ず
は
社
内
で
合
意
し
や
す

い
も
の
か
ら
早
期
に
宣
言
を

行
い
︑
段
階
的
に
内
容
を
充

実
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
︒

　

な
お
︑
同
運
動
へ
の
詳
し

い
参
加
方
法
等
に
つ
い
て
は
︑

同
運
動
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
︒

は
︑
荷
主
企
業
・
物
流
事
業

者
等
の
関
係
者
が
連
携
し
て

相
互
に
改
善
を
提
案
し
︑
協

力
し
て
実
現
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
︒
同
運
動
は
︑
物
流

に
関
わ
る
全
て
の
関
係
者
が

連
携
し
て
相
互
に
改
善
を
提

案
し
︑
協
力
し
て
実
現
を
目

指
す
取
り
組
み
を
推
進
す
る

国
民
運
動
で
す
︒

　

同
運
動
に
は
︑
令
和
６
年

３
月
15
日
時
点
で
２
６
６
５

社
が
賛
同
し
て
い
ま
す
︒
な

お
︑
賛
同
企
業
名
は
同
運
動

ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
（
二
次

元
コ
ー
ド

①
）
で
公

表
さ
れ
て
い
ま
す
︒

②
女
性
や
60
代
以
上
の
運
転

者
等
も
働
き
や
す
い
、
よ
り

「
ホ
ワ
イ
ト
」
な
労
働
環
境

の
実
現

　

物
流
の
改
善
に
向
け
て

な
物
流
の
実
現
に
向
け
た
運

賃
値
上
げ
の
必
要
性
に
つ
い

て
説
明
す
る
資
料
を
作
成
し

た
上
で
︑
荷
主
と
の
交
渉
を

実
施
︒﹁
労
働
時
間
の
削
減

に
よ
り
輸
送
効
率
が
低
下

し
︑
１
人
当
た
り
の
売
上
が

10
％
低
下
﹂︑﹁
１
人
当
た
り

の
人
件
費
が
８
％
上
昇
し
た

こ
と
で
︑
管
理
費
を
圧
迫
﹂︑

﹁
物
価
の
高
騰
や
為
替
の
影

響
に
よ
り
車
両
原
価
・
装
備

品
の
価
格
が
上
昇
し
︑
人
件

費
を
除
く
配
送
コ
ス
ト
が
11

％
増
加
﹂︑﹁
輸
送
効
率
が
10

％
低
下
し
た
こ
と
に
よ
り
︑

今
ま
で
９
人
（
９
台
）
で
で

き
て
い
た
業
務
が
10
人
（
10

台
）
必
要
に
な
る
﹂
︱
︱
な

ど
︑
労
働
時
間
削
減
に
よ
る

輸
送
効
率
の
減
少
と
コ
ス
ト

増
の
要
因
を
説
明
し
た
上
で
︑

﹁
輸
送
の
継
続
に
向
け
て
は

運
賃
の
10
％
引
上
げ
が
必

要
﹂
と
訴
え
た
︒
自
社
作
成

の
資
料
を
基
に
︑
荷
主
に
対

　
﹁
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹂
推
進

運
動
と
併
せ
て
︑同
社
で
は
︑

２
年
に
﹁
運
転
者
職
場
環
境

良
好
度
認
証
制
度
（
働
き
や

す
い
職
場
認
証
制
度
）﹂
の
一

つ
星
を
取
得
し
た
︒
さ
ら
に
︑

５
年
に
は
徳
島
県
内
で
初
め

て
二
つ
星
を
取
得
し
た
︒

　

同
社
に
お
け
る
労
働
環
境

「
ホ
ワ
イ
ト
物
流
」
推
進
運
動
に
賛
同
し
ま
し
ょ
う
！

　

同
運
動
の
趣
旨
と
﹁
自
主

行
動
宣
言
﹂
の
必
須
項
目
に

合
意
し
︑
賛
同
表
明
を
お
願

い
し
ま
す
︒
こ
れ
に
加
え
︑

自
社
と
し
て
さ
ら
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
項
目
に
つ

い
て
︑推
奨
項
目
を
参
考
に
︑

検
討
を
お
願
い
し
ま
す
︒

　

な
お
︑
自
主
行
動
宣
言
の

記
入
例
や
推
奨
項
目
の
内
容

等
は
︑
同
運
動
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
の
﹁
情
報
コ
ー
ナ
ー
﹂

ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド

②
）
の
﹁
自

主
行
動
宣

言
作
成
・
提
出
時
の
参
考
資

料
﹂欄
か
ら
確
認
で
き
ま
す
︒

こ
と
で
︑
経
営
持
続
性
が
一

層
高
ま
り
︑
取
引
先
の
期
待

に
永
続
的
に
応
え
る
こ
と
の

で
き
る
運
送
会
社
と
な
る
の

で
す
︒
今
後
も
職
場
環
境
改

し
て
根
気
強
く
運
賃
値
上
げ

交
渉
を
行
っ
た
こ
と
で
︑
同

社
で
は
今
年
10
月
か
ら
の
運

賃
の
10
％
引
上
げ
を
実
現
す

る
こ
と
が
で
き
た
︒

　
﹁
当
社
で
は
こ
れ
ま
で
荷
主

に
対
し
て
︑
物
流
の
効
率
化

に
向
け
た
提
案
を
積
極
的
に

進
め
て
き
ま
し
た
︒
同
社
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
提
案
が
荷

主
に
評
価
さ
れ
︑
荷
主
の
信

頼
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る

﹃
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
企
業
﹄
と

し
て
日
々
の
輸
送
に
あ
た
っ

て
き
た
こ
と
で
︑
運
賃
引
上

げ
交
渉
に
も
応
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒
今

後
も
荷
主
に
対
し
て
︑
自
社

特
有
の
強
み
を
活
か
し
た
多

彩
な
提
案
を
行
い
︑
荷
主
の

協
力
を
得
な
が
ら
﹃
ホ
ワ
イ

ト
物
流
﹄
の
実
現
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
﹂

（
遠
藤
社
長
）

改
善
に
向
け
た
主
な
取
り
組

み
は
︑
次
の
通
り
で
あ
る
︒

①
法
令
遵
守
等

　

同
社
で
は
︑
配
車
担
当
と

ド
ラ
イ
バ
ー
の
間
に
中
立
的

・
総
括
的
な
立
場
の
運
行
管

理
者
を
配
置
︒
営
業
面
︑
法

令
面
の
両
面
か
ら
運
行
管
理

が
で
き
る
体
制
を
整
え
た
︒

善
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る

と
と
も
に
︑ゆ
く
ゆ
く
は
﹃
働

き
や
す
い
職
場
認
証
制
度
﹄

三
つ
星
を
取
得
し
︑﹃
ホ
ワ
イ

ト
物
流
﹄
と
両
輪
で
会
社
の

か
つ
て
は
営
業
面
を
重
視
す

る
あ
ま
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

長
時
間
労
働
が
常
態
化
し
て

い
た
が
︑
現
在
で
は
１
か
月

当
た
り
の
時
間
外
労
働
は
60

時
間
に
収
ま
っ
て
い
る
︒

②
労
働
時
間
・
休
日

　

労
働
基
準
法
の
改
正
に
伴

い
︑
平
成
31
年
か
ら
︑
年
10

日
以
上
の
年
次
有
給
休
暇
が

付
与
さ
れ
る
労
働
者
に
対
し

て
︑
年
５
日
の
年
次
有
給
休

暇
の
確
実
な
取
得
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
が
︑
同
社
で

は
年
５
日
を
超
え
る
年
次
有

給
休
暇
に
つ
い
て
も
積
極
的

に
取
得
さ
せ
る
よ
う
に
し
て

い
る
︒
こ
れ
は
︑
求
職
者
の

増
加
や
退
職
者
の
減
少
に
も

大
き
な
成
果
が
出
て
い
る
︒

③
待
遇
改
善

　

同
社
で
は
４
㌧
車
を
ベ
ー

ス
と
し
た
車
両
構
成
と
な
っ

て
い
る
が
︑
同
社
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
し
て
は
大
型
ド
ラ

イ
バ
ー
と
同
等
の
給
与
を
支

給
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
福
利

価
値
を
高
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
㈲
西
阿
運
送

　

遠
藤
圭
介
代
表
取
締
役
社

長

厚
生
制
度
の
充
実
化
も
進
め

て
お
り
︑
従
業
員
定
着
率
は

比
較
的
良
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
︒

④
安
心
・
安
定

　

同
社
で
は
60
歳
定
年
制
を

採
っ
て
い
る
が
︑
現
在
も
継

続
雇
用
で
65
歳
を
超
え
る
従

業
員
が
元
気
に
働
い
て
い
る
︒

一
方
で
︑
同
社
で
は
運
転
以

外
の
業
務
で
の
雇
用
を
図
る

た
め
に
︑
４
年
に
サ
ッ
シ
な

ど
の
塗
装
を
行
う
塗
装
工
場

﹁SEIA Paint factory

﹂

を
開
設
︒
物
流
と
密
接
に
絡

ん
だ
事
業
に
進
出
す
る
こ
と

で
︑
荷
主
に
プ
ラ
ス
ワ
ン
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
︑
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
の
運
送
会
社
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
︒

な
お
︑
同
工
場
の
建
設
に
際

し
て
は
︑経
済
産
業
省
の
﹁
事

業
再
構
築
補
助
金
﹂
を
活
用

し
て
お
り
︑
１
億
９
０
０
０

万
円
弱
の
総
工
費
の
う
ち
６

０
０
０
万
円
を
同
補
助
金
で

賄
っ
て
い
る
︒

同社では、徳島県内の運送事業者で初
めて「働きやすい職場認証制度」二つ
星を取得した

運転以外の業務での雇用を図るために開設した塗装工場「SEIA Paint factory」

「
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制
度
」
二
つ
星
を
取
得

従
業
員
が
誇
り
を
も
て
る
職
場
を
目
指
す

物
流
の
安
定
的
確
保
に
向
け
て

関
係
者
が
連
携
し
て
取
り
組
む
「
国
民
運
動
」

1
「
ホ
ワ
イ
ト
物
流
」
推
進
運
動
と
は
？

「
自
主
行
動
宣
言
」
を
作
成
し
て
提
出

段
階
的
に
取
り
組
み
の
磨
き
上
げ
を

2
「
ホ
ワ
イ
ト
物
流
」
推
進
運
動
に
参
加
す
る
に
は
？

　

政
府
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
と

荷
主
企
業
が
相
互
に
協
力
し
て
︑
物
流

を
改
善
さ
せ
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み

と
し
て
︑
平
成
31
年
３
月
よ
り
﹁﹃
ホ

ワ
イ
ト
物
流
﹄
推
進
運
動
﹂（
国
土
交

通
省
︑
経
済
産
業
省
︑
農
林
水
産
省
）

を
展
開
し
て
い
ま
す
︒

　

こ
こ
で
は
︑
同
運
動
の
概
要
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
︒
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
生

産
性
向
上
・
物
流
効
率
化
の
実
現
に
向

け
て
︑
同
運
動
へ
の
賛
同
表
明
を
行
い

ま
し
ょ
う
︒

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
生
産
性
向
上
と

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
生
産
性
向
上
と

物
流
効
率
化
の
実
現
を
目
指
し
て

物
流
効
率
化
の
実
現
を
目
指
し
て
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ー 東京都内 関東運輸局10月下旬（予定）トラック
バス、タクシー

新潟県トラック総合会館
６階　大研修室
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▼
最
近
は
︑
自
宅
の
近
所
に
あ
る
お
寺
の

境
内
で
早
朝
か
ら
鳴
き
始
め
る
︑
蝉
の
声

で
目
が
覚
め
ま
す
︒
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
︑
ミ
ン

ミ
ン
ゼ
ミ
の
混
声
合
唱
は
﹁
猛
暑
︑
何
の

そ
の
！
﹂
と
ば
か
り
に
︑
オ
ク
タ
ー
ブ
が

上
が
り
ま
す
︒
▼
蝉
の
一
生
は
ご
存
知
の

と
お
り
︑
種
類
に
よ
っ
て
も
多
少
異
な
り

ま
す
が
︑
地
中
で
約
７
年
間
を
過
ご
し
た

幼
虫
が
地
上
に
出
て
羽
化
し
︑
成
虫
と
し

て
７
日
間
程
の
儚
い
命
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
︒
地
上
に
出
て
か
ら
の
限
ら
れ
た
短
い

期
間
に
オ
ス
は
鳴
き
続
け
メ
ス
を
探
し
︑

次
の
命
を
宿
す
こ
と
が
最
大
の
使
命
で

す
︒
▼
や
が
て
︑
樹
液
を
吸
え
な
く
な
り

力
尽
き
た
蝉
は
︑
手
足
を
組
ん
だ
格
好
で

羽
根
を
下
に
し
て
仰
向
け
の
状
態
で
短
い

命
を
閉
じ
ま
す
︒
何
と
悲
し
い
一
生
な
ん

で
し
ょ
う
︒
小
さ
な
体
で
土
中
か
ら
這
い

出
し
︑
再
び
土
へ
戻
る
と
い
う
天
命
を
一

途
に
全
う
す
る
潔
さ
に
涙
が
出
て
来
ま

す
︒
▼
松
尾
芭
蕉
の
一
句
﹁
撞
鐘
も
ひ
び

く
や
う
な
り
蝉
の
声
﹂
が
描
き
出
す
︑
夏

の
風
物
詩
と
も
い
う
べ
き
盛
夏
の
蝉
の
声

が
響
き
渡
り
︑
梵
鐘
を
も
響
か
せ
て
し
ま

い
そ
う
な
様
は
︑
ま
さ
に
夏
を
謳
歌
す
る

蝉
を
表
現
す
る
芭
蕉
の
真
骨
頂
で
す
︒
▼

先
日
︑
自
宅
の
玄
関
前
で
蝉
が
仰
向
け
に

な
り
︑
微
動
だ
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
︒
ふ

と
待
て
よ
と
蝉
を
掴
む
と
﹁
ジ
ー
ジ
ー
﹂

と
鳴
き
だ
し
︑
手
の
ひ
ら
に
蝉
を
の
せ
る

と
飛
び
立
っ
て
い
き
ま
し
た
︒
寿
命
を
全

う
す
る
直
前
の
力
尽
き
た
蝉
は
︑
羽
根
が

下
に
な
る
と
自
ら
の
力
で
は
動
け
な
い
よ

う
で
す
︒
▼
小
学
生
の
時
に
︑
空
蝉
を
集

め
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
︒
外
敵
か
ら
身

を
守
る
た
め
︑
朝
日
が
登
る
前
に
土
中
か

ら
這
い
出
し
た
蝉
は
︑
す
ぐ
に
樹
木
に
登

り
︑
羽
化
の
作
業
に
入
り
ま
す
︒
羽
根
が

乾
く
と
飛
び
立
ち
︑
そ
の
後
に
残
る
の
が

﹁
空
蝉
﹂
で
す
︒
抜
け
殻
や
か
ら
っ
ぽ
君

な
ど
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
︒
▼

以
前
︑
中
国
を
旅
し
た
時
に
︑
漢
方
薬
の

お
店
を
覗
く
と
︑
空
蝉
は
﹁
消
風
散
﹂
と

い
う
漢
方
薬
の
材
料
と
し
て
珍
重
さ
れ
て

い
ま
し
た
︒
空
蝉
を
粉
に
し
︑
生
薬
と
す

る
も
の
で
︑
消
風
散
は
皮
膚
疾
患
に
用
い

ら
れ
︑
特
に
分
泌
物
の
多
い
慢
性
の
湿
疹

に
効
果
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
︒
▼
あ

る
漢
方
薬
の
お
店
の
経
営
者
が
︑
以
前
訪

日
し
た
際
に
︑
公
園
に
沢
山
の
蝉
の
抜
け

殻
が
落
ち
て
い
る
の
を
見
て
︑﹁
こ
れ
は
宝

の
山
だ
﹂
と
思
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
︒

汗
疹
や
痒
み
に
効
く
漢
方
薬
に
欠
か
せ
な

い
原
材
料
が
︑
盛
夏
の
自
然
界
か
ら
の
贈

り
物
だ
っ
た
と
は
意
外
で
し
た
︒
▼
土
中

に
お
よ
そ
７
年
︑
地
上
に
７
日
間
ほ
ど
の

命
は
︑
き
っ
と
凝
縮
さ
れ
た
一
生
な
の
で

し
ょ
う
が
︑
人
間
の
寿
命
か
ら
比
べ
た
ら

ほ
ん
の
一
瞬
の
出
来
事
で
す
︒
し
か
し
︑

つ
く
づ
く
思
う
の
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
﹁
種

の
起
源
﹂
に
つ
い
て
で
す
︒
全
て
の
生
物

は
自
然
の
中
で
偉
大
な
る
連
鎖
で
繋
が
っ

て
お
り
︑﹁
蝉
の
一
生
が
短
い
の
は
不
公
平

だ
﹂
と
勝
手
に
思
い
込
ん
で
い
る
の
は
︑

人
間
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒
人
間
も
そ

の
自
然
の
一
部
に
す
ぎ
ず
︑﹁
一
寸
の
虫
に

も
五
分
の
魂
﹂
の
例
え
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
︑
自
ら
の
宿
命
を
受
け
入
れ
て
生
を
全

う
す
る
小
さ
な
生
き
物
た
ち
に
賛
辞
を
贈

り
た
い
も
の
で
す
！ 

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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㈱
日
本
海
運
輸
は
︑
鉄
骨

や
鋼
材
︑
建
設
資
材
な
ど
を

関
東
や
関
西
を
中
心
に
輸
送

す
る
運
送
会
社
で
あ
る
︒

　

同
社
で
は
４
年
前
か
ら
︑

イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
（
二
次

元
コ
ー
ド
②
）

を
活
用
し
た

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
︒

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
︑
同

社
に
お
け
る
日
々
の
業
務

や
︑
同
社
が
保
有
す
る
大
型

ト
レ
ー
ラ
ー
等
の
車
両
な
ど

を
紹
介
し
て
お
り
︑
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
は
５
５
０
０
人
を
超

え
て
い
る
︒
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
を
通
じ
て
同
社
の
取
り
組

み
や
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

魅
力
を
継
続
的
に
発
信
す
る

こ
と
で
︑
同
社
の
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
を
見
る
若
年
層
に
業

界
へ
の
興
味
を
抱
い
て
も
ら

う
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　
﹁
動
画
で
当
社
の
取
り
組

と
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た

い
︑
そ
し
て
将
来
の
業
界
を

担
っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か

ら
︑
当
社
で
は
若
者
へ
の
情

報
発
信
を
強
化
し
て
い
ま
す
﹂

（
渋
谷
春
樹
取
締
役
部
長
）

　
﹁
多
く
の
若
者
に
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
の
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
﹂
と
い
う
同
社

の
思
い
は
︑
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
お
い
て
も
強
く
反
映
さ

れ
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
10
年
以
上
前
か

ら
︑
山
形
県
立
遊
佐
高
等
学

校
か
ら
生
徒
の
受
け
入
れ
を

継
続
し
て
い
る
︒
遊
佐
高
校

で
は
︑
１
年
生
を
対
象
に
毎

年
11
月
に
３
日
間
︑
同
社
を

は
じ
め
町
内
の
様
々
な
事
業

所
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

実
施
︒
ま
た
︑
２
年
生
に
な

る
と
４
月
か
ら
８
月
末
ま
で

の
約
半
年
間
︑
長
期
就
業
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹁
デ
ュ
ア
ル

実
践
﹂
が
設
け
ら
れ
︑
毎
週

水
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
フ
ル
タ
イ
ム
で

職
場
体
験
を
行
う
︒
９
月
末

に
は
︑
デ
ュ
ア
ル
実
践
に
参

加
し
た
２
年
生
が
発
表
会
を

行
い
︑
職
場
体
験
の
成
果
を

み
や
業
界
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
く
こ
と
で
︑
多
く
の
若

者
か
ら
反
響
が
寄
せ
ら
れ
る

と
と
も
に
︑
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
を
き
っ
か
け
に
当
社
を
就

職
先
と
し
て
選
ぶ
若
者
が
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

﹃
産
業
の
血
液
﹄
と
も
い
え

る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
こ

披
露
し
て
い
る
︒同
社
で
は
︑

１
年
生
を
毎
年
受
け
入
れ
て

い
る
ほ
か
︑
２
年
生
に
つ
い
て

も
生
徒
か
ら
の
希
望
が
あ
っ

た
際
に
は
積
極
的
に
受
け
入

れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
全
ト
協
の
﹁
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
導
入
促
進
支

援
事
業
﹂
で
は
︑
３
~
５
日

間
程
度
の
受
け
入
れ
を
助
成

対
象
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑

こ
こ
で
は
１
年
生
を
対
象
と

し
た
３
日
間
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
中
心
に
紹
介
し
て

い
く
︒

　

令
和
５
年
度
は
︑
遊
佐
高

校
か
ら
２
人
の
男
子
生
徒
が

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加

し
た
︒
３
日
間
の
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
︑表
の
通
り
で
あ
る
︒

　

研
修
１
日
目
は
︑
ま
ず
助

手
席
に
生
徒
を
乗
せ
て
走
行

す
る
﹁
ト
レ
ー
ラ
ー
乗
務
体

験
﹂
を
行
う
︒
乗
務
体
験
の

前
に
は
︑
指
導
担
当
者
が
ラ

ジ
コ
ン
カ
ー
を
使
っ
て
ト
レ

ー
ラ
ー
の
特
徴
に
つ
い
て
説

明
︒
後
退
時
の
ハ
ン
ド
ル
操

作
が
大
型
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
ト

レ
ー
ラ
ー
以
外
の
車
両
と
異

な
る
こ
と
を
知
っ
た
上
で
乗

務
体
験
に
臨
ん
で
も
ら
う

と
︑
ス
ム
ー
ズ
に
ト
レ
ー
ラ

ー
を
運
転
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー

の
技
能
の
高
さ
に
生
徒
は
驚

く
と
い
う
︒

　

研
修
２
日
目
の
﹁
日
常
点

検
体
験
﹂
で
は
︑
事
前
に
タ

イ
ヤ
の
ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
を

　

同
社
が
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
策
定
に
お
い
て
重
き
を
置

い
て
い
る
の
は
︑
運
送
と
い

う
仕
事
に
不
可
欠
な
様
々
な

事
象
を
実
際
に
体
験
・
体
感

し
て
も
ら
う
こ
と
で
︑
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
の
重
要
性
や
業
界

の
魅
力
を
肌
で
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
で
あ
る
︒
物
流
の
現

場
で
働
い
て
い
る
ド
ラ
イ
バ

ー
の
仕
事
ぶ
り
を
実
体
験
す

る
こ
と
で
︑
生
徒
の
記
憶
と

し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の

体
験
を
残
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
︒

　
﹁
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通

じ
て
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を

体
験
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
の
社
会
的
な
役
割
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
で
︑
将
来
生
徒
た
ち
が
就

職
す
る
際
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
が
就
職
先
と
し
て
選

ば
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
﹂

（
同
）

　

生
徒
を
定
期
的
に
受
け
入

れ
る
こ
と
で
︑
社
内
に
は
大

き
な
変
化
が
あ
っ
た
と
い
う
︒

従
業
員
の
平
均
年
齢
が
比
較

的
高
い
同
社
内
に
十
代
の
若

者
が
い
る
こ
と
で
︑
会
社
の

雰
囲
気
が
パ
ッ
と
明
る
く
な

り
言
葉
遣
い
も
や
さ
し
く
丁

寧
に
な
っ
た
︒
ま
た
︑
生
徒

へ
の
指
導
に
際
し
て
指
導
担

当
者
が
勉
強
す
る
こ
と
で
︑

自
身
の
知
識
の
再
確
認
や
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
繋
が
っ
て
い

る
︒

　

同
社
で
は
︑
地
元
の
山
形

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
熊
澤
貞

１
本
だ
け
緩
め
て
お
い
た
上

で
︑
ど
の
ナ
ッ
ト
が
緩
ん
で

い
る
か
を
︑
生
徒
に
点
検
ハ

ン
マ
ー
を
使
っ
て
見
つ
け
て
も

ら
う
︒
指
導
担
当
者
か
ら
説

明
を
受
け
る
だ
け
で
は
な

く
︑
点
検
ハ
ン
マ
ー
を
用
い

た
点
検
方
法
を
実
体
験
す
る

こ
と
で
︑
生
徒
の
記
憶
に
残

り
や
す
く
な
る
の
で
あ
る
︒

　
﹁
タ
イ
ヤ
交
換
体
験
﹂
は
︑

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
冬
用

タ
イ
ヤ
へ
の
交
換
後
に
大
型

車
の
車
輪
脱
落
事
故
が
増
え

二
会
長
）
の
広
報
紙
を
通
じ

て
同
事
業
の
存
在
を
知
り
︑

活
用
を
決
め
た
と
い
う
︒
受

け
入
れ
期
間
が
３
日
間
の
場

合
︑
受
け
入
れ
人
数
に
関
わ

ら
ず
︑
９
万
円
が
助
成
さ
れ

る（
４
日
間
の
場
合
11
万
円
︑

５
日
間
以
上
の
場
合
13
万
円

が
助
成
さ
れ
る
）︒
同
社
で
は

こ
の
９
万
円
を
︑
生
徒
が
使

う
長
靴
や
軍
手
︑
カ
ッ
パ
︑

ま
た
ト
レ
ー
ラ
ー
乗
務
体
験

前
の
説
明
で
使
用
し
た
ラ
ジ

コ
ン
カ
ー
の
購
入
費
用
に
充

て
た
と
い
う
︒

　　
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

が
将
来
の
担
い
手
を
確
保
し

て
い
く
た
め
に
必
要
な
の
は
︑

業
界
に
対
す
る
効
果
的
な
理

解
促
進
や
魅
力
発
信
な
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
︒

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
深
刻
な

状
況
に
あ
っ
て
︑
事
業
者
が

何
も
対
策
を
打
た
ず
に
傍
観

し
て
い
る
ま
ま
で
は
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
の
確
保
は
一
層
難
し

く
な
り
︑
事
業
を
継
続
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
ま

せ
ん
︒
全
国
に
は
６
万
社
の

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
あ

り
ま
す
︒
仮
に
１
社
が
１
人

ず
つ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受

け
入
れ
れ
ば
１
年
で
６
万
人

の
生
徒
に
発
信
で
き
︑
就
職

に
繋
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

同
事
業
を
積
極
的
に
活
用

し
︑
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

通
じ
て
業
界
の
社
会
的
役
割

や
魅
力
を
多
く
の
若
者
た
ち

に
伝
え
︑
将
来
の
担
い
手
確

保
に
繋
げ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
㈱
日
本
海
運

輸　

渋
谷
春
樹
取
締
役
部
長

体
験
学
習
を
通
じ
て
業
界
へ
の
理
解
を
促
進　

就
職
先
と
し
て
選
ば
れ
る
業
界
に

体
験
学
習
を
通
じ
て
業
界
へ
の
理
解
を
促
進　

就
職
先
と
し
て
選
ば
れ
る
業
界
に

多
彩
な
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て　

業
界
の
社
会
的
役
割
や
魅
力
を
伝
え
る

多
彩
な
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て　

業
界
の
社
会
的
役
割
や
魅
力
を
伝
え
る

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
令
和
６
年

度
も
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
健
全
な

発
展
に
資
す
る
各
種
助
成
制
度
を
実
施
し

て
い
ま
す
︒
本
特
集
で
は
︑
全
ト
協
に
よ

る
助
成
制
度
を
活
用
し
た
会
員
事
業
者
に

よ
る
事
例
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
︒

　

今
回
は
︑﹁
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
導
入
促

進
支
援
事
業
﹂（
二
次
元
コ
ー
ド
①
）
を

活
用
し
︑
高
等
学
校
等
の

卒
業
後
に
就
職
を
希
望
す

る
生
徒
に
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
で
︑
人
材
確
保
促
進
を

図
っ
て
い
る
︑
山
形
県
遊
佐
町
の
㈱
日
本

海
運
輸
（
渋
谷
浩
代
表
取
締
役
）
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
︒

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
自
社
の
取
り
組
み
を
発
信

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
自
社
の
取
り
組
み
を
発
信

若
年
層
の
心
に
刺
さ
る
業
界
を
目
指
す

若
年
層
の
心
に
刺
さ
る
業
界
を
目
指
す

高
校
１
年
生
を
３
日
間
受
け
入
れ

高
校
１
年
生
を
３
日
間
受
け
入
れ

興
味
を
抱
か
せ
る
研
修
内
容
を
盛
り
込
む

興
味
を
抱
か
せ
る
研
修
内
容
を
盛
り
込
む

る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
て
実
施
し
て
い
る
︒
車
輪

脱
落
事
故
は
︑
歩
道
を
通
行

す
る
歩
行
者
や
自
転
車
を
巻

き
込
み
︑
死
亡
に
至
る
危
険

が
あ
る
︒
同
社
で
は
︑
車
輪

脱
落
事
故
の
危
険
性
に
つ
い

て
生
徒
に
説
明
し
︑
事
故
防

止
対
策
の
重
要
性
に
つ
い
て

生
徒
に
強
く
意
識
さ
せ
た
上

で
︑
実
際
に
ト
ル
ク
レ
ン
チ

を
使
っ
て
増
し
締
め
を
体
験

さ
せ
て
い
る
︒

㈱日本海運輸
本　　社　山形県飽海郡遊佐町菅里字菅野
　　　　　南山93-2
代  表  者　代表取締役　渋谷　浩
資  本  金　1,300万円
従業員数　25人（うちドライバー19人）
車  両  数　21台

会社概要

株
式
会
社
日
本
海
運
輸
（
山
形
県
遊
佐
町
）

業
界
の
社
会
的
責
任
や
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

業
界
の
社
会
的
責
任
や
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

将
来
の
担
い
手
確
保
に
繋
げ
る

将
来
の
担
い
手
確
保
に
繋
げ
る

表　研修プログラム内容（1 年生対象、3 日間）
時間 内容 場所

1
日
目

8:30 トレーラー乗務体験 車両

10:30 物流業界説明 ❷ 会議室

13:00 事務作業 事務所

15:00 終了

2
日
目

8:30 日常点検体験 ❸ 工場

10:30 洗車体験 ❹ 駐車場

13:00 タイヤ交換体験 ❶ 工場

15:00 終了

3
日
目

8:30 タイヤ交換体験 ❺ ❻ 工場

10:30 電話応対体験 ❼ 事務所

13:00 荷物積み込み体験 ❽ 取引先

14:30 終了

生
徒
に
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
社
会

的
役
割
に
つ
い
て
紹
介
す
る「
物
流
業

界
説
明
」

同
社
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
、
同
社

に
お
け
る
日
常
の
業
務
や
同
社
の
保
有

車
両
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る

「
日
常
点
検
体
験
」
で
は
、
指
導
担
当

者
が
実
際
の
日
常
点
検
の
仕
方
に
つ

い
て
指
導
を
行
う

「
洗
車
体
験
」
を
通
じ
て
、
ト
ラ
ッ
ク

を
大
切
に
扱
う
こ
と
の
重
要
性
に
つ

い
て
学
ぶ

山形県立遊佐高等学校の１年生を対象とした３日間のインターンシップでは、現場での実体験
を通じてトラック運送業界の社会的役割や魅力を生徒に伝えている

渋谷　春樹
取締役部長

「タイヤ交換体験」を通じ、事故防止対策の重要性を伝える（写真❺ ❻）。社会人として重要
なスキルとなる「電話応対体験」（写真❼）。最終日には取引先での「荷物積み込み体験」も行
う（写真❽）

❶

❷

❸

❹

❺ ❻ ❼

❽

〜全ト協助成制度活用事例特集〜〜全ト協助成制度活用事例特集〜
②インターンシップ導入促進支援事業
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会 長
　松橋　謙一
　　山登運輸㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　渡邊　英俊　北海道フーズ輸送㈱

代表取締役会長
　菅藤　孝雄　ヤマカ運輸㈱　　代表取締役
　鈴木　　勝　鈴木産業運輸㈱　代表取締役
　湯野　信一　旭川小型運輸㈱　代表取締役社長
　沢本　一輝　㈱北海運輸　　　代表取締役
　赤石美枝子　㈱浜中運輸　　　代表取締役
　福原　裕二　湧別小型運送㈱　代表取締役社長
　山㟢　勝也　日本通運㈱札幌支店

常務理事札幌支店長
専務理事　樋口　康弘
常務理事　伊藤　　慎　　木野　博之

会 長
　熊澤　貞二
　　ベア・ロジコ㈱
　　　代表取締役会長

副会長
　小松　洋一　㈱小松商事　　 代表取締役
　武田　良宏　米沢合同運送㈱ 代表取締役社長
　佐藤　公啓　山形陸運㈱　 　代表取締役社長
専務理事　石黒　光弘

会 長
　瀬山　　豪
　　㈱瀨山通
　　　　代表取締役社長

副会長
　永井　保之　 永井運輸㈱　　　代表取締役
　遠藤　長俊　トーエイ物流㈱    代表取締役
　川島　　満　 ㈱啓和運輸　　　代表取締役
　遠藤　　光　 ㈲遠忠屋運輸　   代表取締役
専務理事　池田　　豊
常務理事　山本　　淳
　　　　　

会 長
　小林　和男
　　中越運送㈱
　　　代表取締役会長

副会長
　坂井　　操　新潟運輸㈱　　　代表取締役社長
　生田雅祐樹　日本通運㈱　　　新潟支店長
　市村　輝男　長岡トラック㈱　取締役会長
専務理事　土田　泰之
常務理事　平山　一良

会 長
　山口　嘉彦
　　㈱エスラインギフ
　　　代表取締役会長

副会長
　田口　利壽　西濃運輸㈱　相談役
　清水豊太郎　清水産業㈲　代表取締役会長
　広瀬　真人　中部急送㈱　取締役会長
専務理事　臼井　靖彦
常務理事　川瀬　文雄

会 長
　近藤　哲泰
　　六郷小型貨物
　　　　自動車運送㈱
　　　　　代表取締役

副会長
　佐藤　邦治　丸佐運送㈾　　 代表社員
　畠山　　亨　㈱八森運輸　　 代表取締役
　進藤　義弘　㈲進藤産業　　 代表取締役
専務理事　佐々木　雅幸

会 長
　武井　　宏
　　㈱ボルテックス
　　　　　　セイグン
　　　代表取締役社長

副会長
　佐藤今朝司　　㈱群馬グリーン配送

代表取締役社長
　藤野　隆司　　㈱太陽運輸　　代表取締役社長
　松原二三男　　㈲美松運送　　代表取締役社長
　谷田川敏幸　　ヤタガワ物流サービス㈱
　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長
　新山　浩通　　群馬通商㈱　　代表取締役
専務理事　神戸　　勇
常務理事　齋藤　俊之

会 長
　坂本　幸晴
　　㈱髙根運送
　　　代表取締役会長

副会長
　宮川　　武　㈱甲斐延　　代表取締役社長
　塩津　和久　中央運輸㈲　代表取締役社長
　長田　一生　㈱敷島陸送　代表取締役社長
　手塚　喜久　㈲松里運送　代表取締役社長
　窪川　　一　甲和運輸㈱　代表取締役社長
専務理事　中村　　勇
常務理事　森田　貴夫

会 長
　清水　則明
　　ラニイ福井貨物㈱
　　　　　　取締役会長

副会長
　有馬　茂人　敦賀海陸運輸㈱　代表取締役社長
　水島　正芳　北陸トラック運送㈱
　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長
　後藤　隆一　春江貨物㈱　　　代表取締役社長
専務理事　北村　直洋

会 長
　森山　慶一
　　㈱共同物流サービス
　　　　　　代表取締役

副会長
　葛西　正之　㈲トワダ運送　　代表取締役社長
　佐藤　　豊　㈲弘前貨物　　　代表取締役社長
　岡田　寛紀　㈱みどり　　　　代表取締役社長
　山本　清人　青菱運輸㈱　　　代表取締役
　東條　一彦　㈱マルイチ運送　代表取締役
　菊池　秋彦　菊池トラック㈱　代表取締役
専務理事　古川　朋弘

会 長
　佐藤　信成
　　丸ヵ運送㈱
　　　　　代表取締役

副会長
　蓬田　隆信　福島倉庫㈱　　　代表取締役社長
　小野田弘明　郡山運送㈱　　　代表取締役社長
　橋本　一美　㈲ハシコー梱包運輸
　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役
　菅野　高志　㈲菅野運送店　　代表取締役
　遠藤　秀弥　中村貨物運送㈱　代表取締役
　松尾　活秀　三つ山運送㈱　　代表取締役
専務理事　田母神　正広
常務理事　清野　　隆

会 長
　池田　和彦
　　㈱池田自動車運輸
　　　　　代表取締役

副会長
　大里　忠弘　 銚子通運㈱　　　 代表取締役
　齋藤　政雄　 ㈱太平洋エクスプレス
　　　　　　　　　　　　　 　　 代表取締役
　根岸　俊夫　 根岸運輸㈱　　　 取締役会長
　岡野　哲也　 常南通運㈱　　　 代表取締役社長
　水野　浩利　 水野運輸㈱　　　 代表取締役
　木村　　琢　 ケミカルトランスポート㈱　

　　 代表取締役　　
専務理事　森　　亨

会 長
　小池　　長
　　上伊那貨物自動車㈱
　　　　代表取締役社長

副会長
　上嶋　金司　アルプス運輸建設㈱
　　　　　　　　　　　　　 代表取締役社長
　松本　　清　長野運送㈱　 代表取締役社長
　太田　忠文　日本通運㈱　 長野支店長
専務理事　高橋　昭司
常務理事　丸山　正彦

会 長
　佐野　　寛
　　㈱タカキュー
　　　代表取締役社長

副会長
　伊倉　昭次　㈱七栄　　　代表取締役会長
　白鳥　正人　安倍運輸㈱　代表取締役社長
　松浦　　明　三笠運輸㈱　代表取締役会長
　大須賀秀徳　㈱ハマキョウレックス
　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長
　森下　一哉　　鈴与自動車運送㈱
　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長
専務理事　筒井　　浩

会 長
　髙橋　嘉信
　　岩手雪運㈱
　　　代表取締役会長

副会長
　阿部　祐二　㈱共立貨物　代表取締役
　黒澤　　信　大昭運輸㈱　代表取締役会長
　藤原　修一　二葉運送㈱　代表取締役
　佐々木久志　大信運送㈱　代表取締役
専務理事　佐々木　隆之

会 長
　小倉　邦義
　　茨城流通サービス㈱
　　　　　　代表取締役

副会長
　小倉　重則　三共貨物自動車㈱　代表取締役
　塙　　正明　ハナワ物流㈱　　　代表取締役
　熊谷　寛静　行方運送㈱　　　　取締役会長
　来栖　　孝　来栖運送㈱　　　　代表取締役
　中野　勝義　ロジスティード東日本㈱
　　　　　　　　　　　取締役東日本地区本部長
専務理事　齋藤　　隆

会 長
　水野　　功
　　千代田運輸㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　原　　玲子　日本興運㈱　　 代表取締役社長
　竹内　政司　竹内運輸工業㈱ 代表取締役社長
　鎮目　隆雄　㈱フコックス　 代表取締役社長
　森本　勝也　東亜物流㈱　　 代表取締役
　原島　藤壽　カンダコーポレーション㈱ 代表取締役社長
　鈴木　隆志　㈱日本カーゴエキスプレス 代表取締役社長
　大髙　一義　㈱オータカ　 　代表取締役
　菊池　正浩　㈲菊正自動車　 代表取締役
　三村偉一郎　㈱三村運送　　 代表取締役社長
専務理事　山﨑　　正
常務理事　宮城　俊弥

会 長
　髙田　和夫
　　トナミ運輸㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　勝山　　功　三和運輸㈱　 取締役相談役
　古瀬喜八郎　㈱新陸運輸　 代表取締役社長
　井上　幸正　清水屋運輸倉庫㈱　 相談役
　千田　　勲　富山県小型運輸㈱

代表取締役社長
専務理事　林　　伸治

会 長
　寺岡　洋一
　　由良陸運㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　内田　　亙
　若杉　福雄　丸五運送㈱　 代表取締役会長
　青木　　均　東山物流㈱　 取締役会長
　加藤　正人　㈱竹豊物流　 代表取締役社長
　鷹見　正彦　中京陸運㈱　 代表取締役会長
　大塚　康洋　㈱ OTSUKA  代表取締役社長
専務理事　中川　利光　　白木　広治
常務理事　安藤　定一

会 長
　庄子　清一
　　㈱庄子運送
　　　　　代表取締役

副会長
　千葉　孝男　古川貨物㈱　　代表取締役
　菊地　　徹　仙台運送㈱　　代表取締役
　平　　良夫　㈱平産業運輸　代表取締役
　臼井　真人　㈱臼眞倉庫　　代表取締役
専務理事　長南　　淳
常務理事　今川　　淳

会 長
　石塚　安民
　　㈱北関東運輸
　　　　代表取締役会長

副会長
　平賀　勝利　幸洋運輸㈱　　　代表取締役会長
　村田　正栄　㈲サカエ商事　　代表取締役
　半田　臣一　㈱ウナン　　　　代表取締役社長
　岩㟢　　徹　㈲岩㟢運送商事　取締役専務
専務理事　近藤　基了

会 長
　吉田　修一
　　㈱相模運輸
　　　代表取締役社長

副会長
　藤木　幸二　藤木陸運㈱　　　代表取締役社長
　髙橋　浩治　川崎運送㈱　　　取締役社長
　飯沼　健史　富国運輸㈱　　　代表取締役
　大竹　　浩　丸進興業運輸㈱　代表取締役
　金谷　智司　㈱金谷商運　　　代表取締役
　東海林憲彦　萬運輸㈱　　　　代表取締役社長
　髙槗　英樹　サガミ急送㈱　　代表取締役
専務理事　永島　和弘
常務理事　寺崎　慎一
　　　　　会田　　修

会 長
　久安　常信
　　久安重機運輸㈱
　　　　代表取締役会長

副会長
　山田　秀一　北陸貨物運輸㈱　代表取締役
　操川　一郎　城西運輸機工㈱　代表取締役社長
　小前田　彰　小前田運輸㈱　　取締役会長
　新出　　勝　㈱新出組　　　　代表取締役
専務理事　端　岩男

会 長
　小林　俊二
　　㈱小林運輸
　　　　　取締役会長

副会長
　中川　進治　北進運輸㈱　代表取締役社長
　加田　　潔　丸加運輸㈱　代表取締役社長
　田村三千夫　昌和商事㈱　専務取締役
専務理事　川方　　尚

（公社）（公社）北海道北海道トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（2,982 社・3月31日現在）
〒 064-0809　札幌市中央区南 9 条西 1-1-10

011・531・2215　 011・521・5810

（公社）（公社）青森県青森県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（671 社・4月1日現在）

〒 030-0111　青森市大字荒川字品川 111-3
017・729・2000　 017・729・2266

（公社）（公社）岩手県岩手県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（632 社・3月31日現在）

〒 020-0891　紫波郡矢巾町流通センター南 2-9-1
019・637・2171　 019・638・5010

（公社）（公社）福島県福島県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（940 社・6月4日現在）

〒 960-0231　福島市飯坂町平野字若狭小屋 32
024・558・7755　 024・558・7731

（一社）（一社）茨城県茨城県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（1,612 社・6月10日現在）

〒 310-0913　水戸市見川町 2440-1
029・303・6363　 029・243・5936

（公社）（公社）宮城県宮城県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（1,213 社・6月12日現在）

〒 984-0015　仙台市若林区卸町 5-8-3
022・238・2721　 022・238・4336

（一社）（一社）栃木県栃木県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（872 社・6月26日現在）

〒 321-0169　宇都宮市八千代 1-5-12
028・658・2515　 028・658・6929

（一社）（一社）神奈川県神奈川県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（2,181 社・6 月 7日現在）
〒 222-8510　横浜市港北区新横浜 2-11-1

045・471・5511　 045・471・9055

（一社）（一社）石川県石川県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（630 社・7月1日現在）

〒 920-0226　金沢市粟崎町 4-84-10
076・239・2511　 076・239・2287

（公社）（公社）山形県山形県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（402 社・6月1日現在）

〒 994-0075　天童市蔵増 1465-16
023・616・6135　 023・616・6138

（公社）（公社）秋田県秋田県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（413 社・6月10日現在）
〒 011-0904　秋田市寺内蛭根 1-15-20
018・863・5331　 018・863・7354

（一社）（一社）群馬県群馬県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（972 社・7月4日現在）

〒 379-2194　前橋市野中町 322-1
027・261・0244　 027・261・7576

（一社）（一社）埼玉県埼玉県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（2,445 社・6月1日現在）

〒 330-8506　さいたま市大宮区北袋町 1-299-3
048・645・2771　 048・644・8080

（一社）（一社）千葉県千葉県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（2,027 社・6月11日現在）
〒 261-0002　千葉市美浜区新港 212-10
043・247・1131　 043・246・7372

（一社）（一社）東京都東京都トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（3,036 社、特別会員２団体・5月31日現在）

〒 160-0004　新宿区四谷 3-1-8
03・3359・6251　 03・3359・4695

（一社）（一社）富山県富山県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（601 社・3月31日現在）

〒 939-2708　富山市婦中町島本郷 1-5
076・495・8800　 076・495・1600

（公社）（公社）新潟県新潟県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（826 社・3月 31日現在）

〒 950-0965　新潟市中央区新光町 6-4
025・285・1717　 025・285・8455

（一社）（一社）山梨県山梨県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（345 社・6月30日現在）
〒 406-0034　笛吹市石和町唐柏 1000-7
055・262・5561　 055・263・2036

（公社）（公社）長野県長野県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（594 社・6月10日現在）

〒 381-8556　長野市南長池 710-3
026・254・5151　 026・254・5155

（一社）（一社）福井県福井県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（473 社・6月19日現在）

〒 918-8115　福井市別所町 17-18-1
0776・34・1713　 0776・34・2136

（一社）（一社）岐阜県岐阜県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（958 社・7月1日現在）

〒 501-6133　岐阜市日置江 2648-2
058・279・3771　 058・279・3773

（一社）（一社）静岡県静岡県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（1,392 社・5月28日現在）

〒 422-8510　静岡市駿河区池田 126-4
054・283・1910　 054・283・1917

（一社）（一社）愛知県愛知県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（2,696 社・6月17日現在）
〒 470-0207　みよし市福谷町西ノ洞 21-127

0561・76・2006　 0561・76・2013

（一社）（一社）三重県三重県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（1,042 社・7月30日現在）

〒 514-8515　津市栄町 1-941
059・227・6767　 059・225・2095

令和６年度

令和6年7月31日現在（敬称略）

都道府県都道府県
トラック協会トラック協会
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会 長
　松田　直樹
　　㈱松田商事
　　　代表取締役社長

副会長
　山田　英樹　山田運送㈱　　　代表取締役社長
　丸山　義広　滋賀協同物流㈱　代表取締役社長
　西村　嘉次　びわ貨物運送㈱　代表取締役社長
　竹備　裕二　太陽運輸㈱　　　代表取締役社長
専務理事　石見　純一

会 長
　阪本　享三
　　㈱酒本運送
　　　代表取締役会長

副会長
　小浦　正臣　酸和運送㈱　 代表取締役社長
　榎本　智信　㈱請川運送　 代表取締役社長
　横山　郁芳　丸久運輸㈱　 取締役会長
　和田　耕司　㈱和田物流　 代表取締役社長
　藪本　恵三　鴻池運輸㈱　 和歌山支店長
専務理事　和佐　純宏

会 長
　国広　和之
　　国広倉庫運輸㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　金子　正己　金子運送㈲　　　代表取締役社長
　山縣　　正　㈲周東貨物　　　代表取締役社長
　大嶋　鉄雄　大嶋運輸機工㈱　専務取締役
　甲斐　啓吾　日本通運㈱   　　下関支店長
専務理事　毛利光　伸二

会 長
　二又　茂明
　　久留米運送㈱
　　　代表取締役 CEO

副会長
　木村　正昭　㈱ケイ・エム運輸機工
　　　　　　　　　　　　　代表取締役会長
　仲　　聡陽　筑後運送㈱　代表取締役会長
　富永　泰輔　福岡運輸㈱　代表取締役社長
専務理事　西　　正博
常務理事　丸山　　隆

会 長
　牧田　信良
　　㈱マキタ運輸
　　　　　代表取締役

副会長
　増田　　哲　㈱高鍋運送　代表取締役
　荒木　久次　㈲荒木運輸　代表取締役
　和田　憲明　㈱トミシマ　代表取締役
　草水　裕之　草水運送㈱　代表取締役
専務理事　大久津　浩
常務理事　水元　栄一郎

会 長
　塚本　哲夫
　　塚本運送㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　中　　秀夫　郡山運送㈱　代表取締役社長
　森本　禎男　森本運輸㈱　代表取締役社長
　萩原　良介　㈱西和物流　代表取締役社長
専務理事　中林　利光
常務理事　松村　久美子

会 長
　小丸　成洋
　　福山通運㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　喜多村久至　丸加海陸運輸㈱　代表取締役会長
　竹本　昭法　芸北急送㈱　　　取締役会長
　迫　　慎二　㈱ネストロジスティクス
　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役会長
　一橋　昭慶　㈱岡明運送　　　代表取締役
　鷺川　章二　日本通運㈱広島支店

執行役員中国・四国ブロック地域総括兼広島支店長
専務理事　森井　茂人
常務理事　田中　　徹

会 長
　森本　敬一
　　丸榮運輸㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　田中　克也　秦泉寺運送㈱　代表取締役会長
　山本　道明　かしま工業㈱　代表取締役社長
　桑名　周一　芸陽運送㈱　　代表取締役社長
　片岡　　賢　大東陸運㈱　　代表取締役社長
　若藤　武士　若藤物流㈱　　代表取締役社長
専務理事　西村　伸矢

会 長
　仲　　浩
　　㈱中津急行
　　　代表取締役社長

副会長
　村本　　茂　村本重機興㈲　　代表取締役社長
　石榑　誠二　鶴崎林商運輸㈱

代表取締役会長兼社長
　中野　健造　㈲中野高速運輸　代表取締役社長
専務理事　藤原　隆司
常務理事　益永　　浩

会 長
　平島　竜二
　　㈱岸貝物流
　　　代表取締役

副会長
　蒔田　良夫　㈱京三運輸　　　　代表取締役
　宮本　昌季　㈱エムズトランスポート
　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役
専務理事　井尻　憲司
常務理事　山田　博之
　　　　　竹谷　喜彦

会 長
　川上　和人
　　㈲川上運輸
　　　代表取締役社長

副会長
　涌本　知彦　因伯通運㈱　代表取締役社長
　菅埜　元晴　㈱小鴨　　　代表取締役社長
　林　　義弘　日本通運㈱　山陰支店長
専務理事　山㟢　隆志

会 長
　湯浅　恭介
　　志満や運送㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　大西　恭司　　NX徳通㈱　　代表取締役社長
　酒井　一誠　　誠徳運輸㈱　　代表取締役社長
　平野　賢一　　㈱セイワ運輸　代表取締役社長
専務理事　高林　　徹

会 長
　馬渡　雅敏
　　松浦通運㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　鳥屋　正人　㈱ロジコム　　　代表取締役社長
　城内　嘉夫　堀部運送九州㈱　代表取締役社長
　愛野　辰昭　肥前通運㈱　　　代表取締役社長
専務理事　石橋　憲茂

会 長
　鳥部　敏雄
　　セイコー運輸㈱
　　　　　代表取締役

副会長
　加納　潤一　㈱昭和貨物　　　代表取締役
　福永　寿一　㈲大姶良運送　　代表取締役
　岸田美津志　霧島運輸倉庫㈱　代表取締役
　松下　桂子　㈱松下運輸　　　代表取締役
専務理事　山崎　洋一
常務理事　森　　竜也

会 長
　坂田　喜信
　　岸本運送㈱
　　　　代表取締役会長

副会長
　重　　博文　富士通運輸興業㈱ 代表取締役社長
　池辺　祐一　池辺運送㈱　　　 代表取締役社長
　鴻池　忠彦　鴻池運輸㈱

代表取締役会長兼社長執行役員
　古谷　裕子　北港運輸㈱　　　 代表取締役社長
　髭　　幸治　センコー㈱　　　 

常務執行役員大阪主管支店長
　谷　　康司　日隆運輸㈱　　　 代表取締役社長
　石原　　修　㈱つばめ急便　　 代表取締役社長
専務理事　岩井　勝彦
常務理事　前田　　一　　 和田　真由美
　　　　　上野　耕一郎

会 長
　永井　好輔
　　㈱永井運送
　　　　　　取締役会長

副会長
　細田　貴夫　出岡重量運輸㈱　  代表取締役社長
　糸賀　　優　ニッセイ運輸㈱　  取締役相談役
専務理事　山根　健治

会 長
　楠木　寿嗣
　　瀬戸内陸運㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　松本　英高　㈱大運組　　　代表取締役社長
　尾崎　康宏　尾崎運送㈱　　代表取締役社長
　森本　昭博　光穂建設㈱　　取締役会長
　小河　幹生　小河運送㈱　　代表取締役社長
　米田　　均　マルト急配㈲　代表取締役
　立石　展章　㈲豊浜興業　　代表取締役
　宮本　昌尚　四国輸送㈱　　代表取締役
顧問
　田中　恵一　日本通運㈱  　 四国支店部長
専務理事　齋藤　文克
常務理事　藤内　和也

会 長
　馬場　邦彦
　　幸運トラック㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　塚本　　敏　製缶陸運㈱　　　代表取締役
　永野　貞光　㈲有馬運送　　　取締役会長
　筒井　琢磨　㈱光葉産業運輸　代表取締役社長
常務理事　山田　伸一

会 長
　新城　英一
　　 大成通運㈱
　　　　 代表取締役社長

副会長
　伊是名昇英　㈲嶋運送　　　　代表取締役会長
　新垣　正仙　㈱小禄運輸　　　代表取締役社長
　上原　勇人　沖縄西濃運輸㈱　会長
専務理事　宇崎　　勉

会 長
　原岡　謙一
　　㈱原岡運送店
　　　　代表取締役社長

副会長
　藤原　康雄　明石運輸㈱　　　代表取締役社長
　尾上　昌史　淡路共正陸運㈱　代表取締役社長
　木南　一志　㈱新宮運送　　　代表取締役社長
　村上　　功　栄進急送㈱　　　取締役会長
　山口　一幸　山口運送㈱　　　代表取締役社長
　小西　　毅　西播通運㈱　　　代表取締役社長
専務理事　西川　孝秀

会 長
　遠藤　俊夫
　　岡山県貨物運送㈱
　　　　　取締役相談役

副会長
　藤森　元則　藤森運輸㈱　　　代表取締役
　横山　忠彦　横山商事㈱　　　代表取締役
　赤田　博文　㈱赤田運輸産業　代表取締役会長
　安東　忠徳　恭和運送㈱　　　代表取締役
　津田洋一朗　津田運輸㈱　　　代表取締役
専務理事　宮長　勇作
常務理事　内田　二三雄

会 長
　御手洗　安
　　㈱大西運送
　　　　代表取締役社長

副会長
　明星　　元　明星運輸㈱　　　 代表取締役社長
　西岡　　斉　トーヨー・ロジテック㈱
　　　　　　　　　　　　　　　 代表取締役社長
　門田　　大　四國陸運㈱　　　 代表取締役社長
　土居　大輔　伊豫貨物自動車㈱ 代表取締役社長
　石田　　稔　宇和島自動車運送㈱
　　　　　　　　　　　　　　　 代表取締役社長
専務理事　板倉　友弘
常務理事　西原　直樹

会 長
　下川　公一郎
　　城東運輸倉庫㈱
　　　　代表取締役社長

副会長
　上田　裕子　㈱AZUMA　代表取締役社長
　富田　康方　㈱亀万運送　代表取締役社長
　田上　明仁　㈲青井運送　代表取締役社長
　永井　正人　㈱永井運送　代表取締役社長
　福田　　洋　岱明運輸㈱　代表取締役社長
専務理事　井上　　智
常務理事　松野　完治

会 長
　坂本　克己
　　大阪運輸倉庫㈱
　　　　代表取締役会長

副会長
　小林　和男　　小丸　成洋　　馬渡　雅敏
　寺岡　洋一　　庄子　清一　　吉田　修一
　山口　嘉彦　　二又　茂明　　赤上　信弥　　
　御手洗　安　　楠木　寿嗣　　松橋　謙一
　水野　　功　　杉山　千尋　　平島　竜二　　

理事長　　若林　陽介
専務理事　山崎　　薫　　松崎　宏則
常務理事　山㟢　　寛

（一社）（一社）兵庫県兵庫県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（2,109 社・7月1日現在）
〒 657-0043　神戸市灘区大石東町 2-4-27

078・882・5556　 078・882・5565

（一社）（一社）岡山県岡山県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（1,369社・6月14日現在）

〒 700-8567　岡山市北区青江 1-22-33
086・234・8211　 086・234・5600

（一社）（一社）愛媛県愛媛県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（753 社・4月1日現在）

〒 791-1114　松山市井門町 1081-1
089・957・1069　 089・993・5501

（公社）（公社）熊本県熊本県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（764 社・6月15日現在）

〒 862-0901　熊本市東区東町 4-6-2
096・369・3968　 096・369・1194

（公社）（公社）長崎県長崎県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（516 社・6月30 日現在）

〒 851-0131　長崎市松原町 2651-3
095・838・2281　 095・839・8508

（公社）（公社）佐賀県佐賀県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（524 社・7月1日現在）
〒 849-0921　佐賀市高木瀬西 3-1-20
0952・30・3456　 0952・31・6441

（公社）（公社）福岡県福岡県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（2,350 社・6月14日現在）
〒 812-0013　福岡市博多区博多駅東 1-18-8

092・451・7878　 092・472・6439

（一社）（一社）高知県高知県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（411 社、賛助会員 2 社・4 月１日現在）

〒 781-8016　高知市南ノ丸町 5-17
088・832・3499　 088・831・0630

（公社）（公社）大分県大分県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（528 社・3月31日現在）

〒 870-0905　大分市向原西 1-1-27
097・558・6311　 097・552・1591

（一社）（一社）宮崎県宮崎県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（464 社・6月17日現在）

〒 880-8519　宮崎市恒久 1-7-21
0985・53・6767　 0985・53・2285

（公社）（公社）鹿児島県鹿児島県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（837 社・7月1日現在）

〒 891-0131　鹿児島市谷山港 2-4-15
099・261・1167　 099・261・1169

（公社）（公社）全日本全日本トラック協会トラック協会
〒 160-0004　新宿区四谷 3-2-5

全日本トラック総合会館
03・3354・1009　 03・3354・1019

（公社）（公社）沖縄県沖縄県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（660 社・6月18 日現在）

〒 900-0001　那覇市港町 2-5-23
098・863・0280　 098・863・3591

（一社）（一社）香川県香川県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（607 社・4月1日現在）

〒 760-0066　高松市福岡町 3-2-3
087・851・6381　 087・821・4974

（一社）（一社）徳島県徳島県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（321 社・6月5日現在）

〒 770-0003　徳島市北田宮 2-14-50
088・632・8810　 088・632・4701

（一社）（一社）山口県山口県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（752 社・7月1日現在）

〒 753-0812　山口市宝町 2- 84
083・922・0978　 083・925・8070

（公社）（公社）広島県広島県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（1,743社・4月1日現在）

〒 732-0052　広島市東区光町 2-1-18
082・264・1501　 082・261・2496

（公社）（公社）島根県島根県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（434 社・4月1 日現在）

〒 690-0001　松江市東朝日町 194-1
0852・21・4272　 0852・22・4408

（公社）（公社）和歌山県和歌山県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（485 社・3月31日現在）

〒 640-8404　和歌山市湊 1414
073・422・6771　 073・422・6121

（一社）（一社）鳥取県鳥取県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（307 社・7月1 日現在）

〒 680-0006　鳥取市丸山町 219-1
0857・22・2694　 0857・27・7051

（一社）（一社）京都府京都府トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（1,094社・5月20日現在）

〒 612-8418　京都市伏見区竹田向代町 48-3
075・671・3175　 075・661・0062

（一社）（一社）滋賀県滋賀県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（675社・4月1日現在）

〒 524-0104　守山市木浜町 2298-4
077・585・8080　 077・585・8015

（一社）（一社）大阪府大阪府トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（3,545 社・6月10日現在）
〒 536-0014　大阪市城東区鴫野西 2-11-2

06・6965・4000　 06・6965・4019

（公社）（公社）奈良県奈良県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（514 社・5月31日現在）

〒 639-1037　大和郡山市額田部北町 981- 6
0743・23・1200　 0743・23・1212

令和６年度

令和6年7月31日現在（敬称略）

都道府県都道府県
トラック協会トラック協会

役員名簿一覧役員名簿一覧



●交差点事故の車種区分別（追突を除く）
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・事業用トラックが第１当事者となる交差点における死亡・重傷事故（390 件）は、追突事故（223 件）の約１.7 倍
・「左折時」：9割近くが対自転車（76 件）で、対自転車の 8割近くが大型車
・「右折時」：８割近くが対歩行者（61 件）で、対歩行者の 5割以上が大型車
・「直進時」：6割以上が対自転車（51 件）で、対自転車の 5割近くが大型車

交差点における死亡・重傷事故（対歩行者・対自転車別）の発生状況交差点における死亡・重傷事故（対歩行者・対自転車別）の発生状況

大　型：  
中　型：  2 件
準中型：  1 件
普　通：  0 件

交差点ー歩行者 交差点での右左折および直進時の対歩行者事故（右図参照）

交差点での右左折および直進時の対自転車事故（右図参照）

上記以外の交差点での対四輪車・二輪車事故（追突除く）

上記以外の正面衝突時の車両相互（自転車含む）事故、
車両単独事故、交差点以外での対人事故

対二輪車・自転車を含む追突事故

交差点ー自転車

交差点ーその他

追突

その他

大　型：60件
中　型： 11 件
準中型：   5 件
普　通：   0 件

大　型： 33 件
中　型： 14 件
準中型： 11 件
普　通：   3 件

大   型： 25 件
中　型：   7 件
準中型： 15 件
普　通：   4 件

大　型： 10 件
中  型： 11件
準中型：   7 件
普　通：   5 件

大　型：8件
中　型：4件
準中型：5件
普　通：1件

1818
6161

3333

7676

51  51  

99

※※

※発進、追越・追抜、
　進路変更、その他を含む

6 件
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大型車の左折時は特に自転車に注意！！ 右折時は特に高齢歩行者に注意！！
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122 2 2 21 12

21

大　型：  車両総重量 11t 以上
中　型：  7.5t 以上 11t 未満
準中型：  3.5t 以上 7.5t 未満
普　通：  3.5t 未満
※軽自動車は含まない

車両区分の解説

左折巻き込み事故防止対策
車両総重量7.5トン以上

の事業用トラックを対象

全ト協助成事業実施中

AI機能を備えた
「側方衝突監視警報装置」への

ch
ec

k

交差点一その他

交差点一対歩行者

交差点一対自転車

〈出典：（公財）交通事故総合分析センター〉

死亡・重傷
事故件数
1,062件
（2023年）

449件449件
42%42%

142件
13%

223件
21%

その他

145件
14%

103件
10%

追突

出典：（公財）交通事故総合分析センター

※死亡・重傷者事故件数は事業用貨物自動車が第1当事者となるものであり、軽自動車によるものを除く〈出典：（公財）交通事故総合分析センター〉
※車両台数はトレーラおよび軽自動車を除く営業用貨物自動車の保有台数（2023年12月末現在）〈出典：（一財）自動車検査登録情報協会〉

車籍別死亡・重傷事故の発生状況車籍別死亡・重傷事故の発生状況
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９７０

ゼロ

プラン2025プラン2020
1,429

1,376
1,297

1,025 1,024
1,139 1,137

飲酒運転人身事故件数

死者数+重傷者数▲

数字はいずれも軽貨物を含まない　出典：警察庁「交通事故統計」および（公財）交通事故総合分析センター「交通統計」

「プラン 2025」数値目標と現況「プラン 2025」数値目標と現況

▪▪  

▪▪  ▪▪  
令和 5年中の死亡・重傷事故の合計件数は 1,062 件、死者数・重傷者数の合計は
1,137 人で、「トラック事業における総合安全プラン 2025」の目標である「970 人」
は未達となっている。
事業用トラック 1万台当たりの死者数と重傷者数の合計は 8.6 人で、目標である
「6.5 人」を 2.1 人上回った。
飲酒による人身事故件数は 23 件と、近年の減少傾向から一転、急増し、危機的な
状況にある。

死亡・重傷事故を事故類型別でみると、「車両相互」が多い傾向にあり、事故発生件数の多い順は、「大阪府」、「埼玉
県」、「東京都」、「千葉県」、「愛知県」、「神奈川県」、「福岡県」となっている。

交差点での事故件数が最も多いのは「大阪府」、「埼玉県」と続き、車種区分では「大型車」が全体の約半数を占める。
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出典：（公財）交通事故総合分析センターカッコ内は合計値
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※対自転車事故は「車両相互」に含まれる
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令和5年の交通事故統計分析結果令和5年の交通事故統計分析結果掲
示
用

掲
示
用 事業用トラックを第１当事者とする死亡・重傷事故事業用トラックを第１当事者とする死亡・重傷事故【車籍別】【車籍別】
対象は事業用貨物自動車（軽を除く）が第1当事者となる死亡・重傷事故。なお、「車両相互」での第2当事者となる「車両」には道路交通法上の「軽車両」である「自転車等」を含む対象は事業用貨物自動車（軽を除く）が第1当事者となる死亡・重傷事故。なお、「車両相互」での第2当事者となる「車両」には道路交通法上の「軽車両」である「自転車等」を含む
国土交通省がトラック運送事業における令和７年度までに達成すべき目標値を「総合安全プラン 2025」として公表したことを受け、全日本トラック協会では、「トラック事業における総
合安全プラン 2025」を定めて令和７年度までの目標を設定。この達成を目指して各種事故防止活動に取り組んでいます。
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●事故類型別

「トラック事業における総合安全プラン 2025」目標値：車両台数 1万台当たりの死者数と重傷者数の合計「トラック事業における総合安全プラン 2025」目標値：車両台数 1万台当たりの死者数と重傷者数の合計
「プラン 2025」における各都道府県（車籍別）の共有目標として、「事業用トラック（軽貨物を除く）を第１当事者とする死者数と重傷者数の合計を車両台数１万台当たり『6.5 人以下』」
とすることを掲げましたが、令和 5年は最終的に「8.6 人」となり、令和４年の「7.7 人」から増加し、目標達成には至りませんでした。
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